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技術士会福島県支部は絆・志・科学技術をもって
震災復興に貢献してまいります

「アーチ３橋（兄）弟 福島県三島町」

第20号

令和2年3月技術士の活用を�

私達技術士は、科学技術の向上と国民経済の発展に資するよ

う建設コンサルタントや技術士事務所、製造業、サービス業な

どで活動しております。

この他、以下のような業務でも活躍しておりますので、ぜひ

技術士の活用を御検討願います。

● 地方公共団体を中心とする公共事業の業務監査・工事監査

● 地方公共団体の工事に伴う技術的事項の調査・評価

● 裁判所、損保機関等の技術調査・評価（ＰＬなど）

● 中小企業への技術指導・技術評価

● 特許の評価、技術移転の支援
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●巻 頭 言

自然災害に対し技術士ができること、
やらなければならないこと

福島県支部 支部長 畠 良 一

令和２年度は、支部長に任命され２期目の
２年目を迎えることになりました。昨年も、
皆様の温かい支援のおかげで事業計画もほぼ
予定通り進めることができました。これも会
員皆様の地道な活動の賜物と感謝申し上げま
す。ただ残念なことは、昨年１０月の台風１９号
によりこれまでにない水害に見舞われたこ
と。被害に遭われた多くの会員の方々に心よ
りお見舞い申し上げます。その影響で、１１月
予定の第４回CPD研修会は残念ながら中止
となりました。
【頻発する豪雨災害に対して】
福島大学共生システム理工学類川越教授に
よると、今回のように阿武隈川の流路方向と
一致する経路の台風は、平成２３年台風１５号以
降９例認められている（昨年の台風１９号がこ
れまでの最大規模）。被災実態は、令和元年
１１月２５日報告によると、死者・行方不明者３２
人、床上浸水８，４３４棟、堤防決壊４９か所、土
砂災害１３８か所等となっている。これまで見
られなかった台風の動きなど過去の経験では
予測できない災害が頻発してきている。技術
士会としても気象の大きな変動によりもたら
される大規模自然災害に対して、具体的に何
ができ・何をなすべきかを皆さんで議論し、
具体的な行動につなげて行ければと考えてい
る。
【技術士の役割】
①技術の継承、地域活性化への取り組み。
②激甚化する災害への産・学・官連携からの
防災・減災への提案
大災害発災直後からの初動時には主に建設
系の技術士は所属する企業・業界の災害査定

や応急対策工事に忙殺され技術士会としての
後方支援活動をすることは実質的に困難な状
況にある。しかしながら、発災時の安全行動
や判断基準などソフト面の普及・啓発にはま
だ多くの問題が残っている。平時の防災啓発
活動或いは復旧・復興期の支援活動における
活動で会員の皆様の技術・身近な経験を生か
して活動していくことに意義があると考える。
【東日本大震災から１０年目、今後の課題】
大震災直後からの会員皆様の、それぞれの

地域・専門分野の目で見てきた貴重な体験・
各地の実態をアーカイブとして残すことによ
り、残念ながら今後も発生するであろう自然
災害への貴重な教訓として残すことが出来れ
ばと思います。
【会員の拡大について】
会員数は、お陰様でわずかずつ増えており

ますが、更に支部として地域貢献を継続して
行くためにも、若手技術士の加入が欠かせな
い。その一つとして今まで積極的に加入を呼
びかけていなかった技術士準会員のうち「技
術士１次試験合格者、JABEE認定課程修了
者」へも働きかけていきたいと考えている。
最後に、今年は２０２０Tokyoオリンピック・

パラリンピックの年。聖火もＪビレッジスタ
ートと、福島から始まり、野球・ソフトボー
ルなど競技も開催される。日本の躍進に大い
に期待し声を大にして熱く応援していきた
い。またこれを契機に自らも健康長寿へ向け
た運動を身近なところからスタートさせ、尚
且つ継続していき、元気な支部活動に是非繋
げていきたい。皆さん一緒に楽しく活動して
いきましょう。
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●福島県支部活動報告

平成３０・令和元年度 技術士会福島県支部活動の概要
事 務 局

【平成３０年度役員会・各委員会会議開催報告】（期間：平成３０年４月～平成３１年３月）

平成３０年度の活動概要は以下のとおりです。

１．役員会

２．総務委員会
（１）委員会活動

項目 場所・日時 出席者人数 議題
第１回 郡山市中央公民館 ２階 第６講義室

平成３０年４月１６日�
１３：３０～１６：３０

出席１５名
（欠席５名）

・第７回年次大会について
・全国大会準備進捗状況、今後の工
程について
・その他

第２回 郡山市中央公民館 ２階 第７講義室
平成３０年６月７日�
１０：３０～１２：３０

出席１５名
（欠席５名）

・第７回年次大会について
・ＣＰＤ研修会について
・全国大会準備進捗状況報告
・その他

第３回 郡山ユラックス熱海 １階 第４小会議室
平成３０年７月３０日�
１３：００～１６：００

出席１５名
（欠席５名）

・全国大会実行委員会報告（手続関
連状況報告、役員会の確認事項）
・全国大会行事委員会現状課題確認
・その他

第４回 郡山市中央公民館 ２階 第７講義室
平成３０年９月２８日�
１３：３０～１６：００

出席１１名
（欠席９名）

・全国大会行事委員会準備状況確認
・大会の進行について
・その他

第５回 郡山地域職業訓練センタ－３階 第１教室
平成３０年１２月１７日�
１５：００～１７：００

出席１５名
（欠席５名）

・全国大会報告と今後の作業確認
・各委員会中間報告と今後の予定
・「たくみ」全国大会特集編集方針
・来年の役員改選について
・その他

項目 場所・日時 出席者人数 議題
第１回 ㈱東コンサルタント本社 会議室

平成３０年４月５日�
１３：３０～１６：３０

６名 ・年間行事予定について
・第３回役員会開催準備について
・第７回年次大会について

第２回 ホテルハマツ
平成３０年１０月１９日�
１３：３０～１６：００

１名 ・全国大会行事委員会の会場での事
前協議への参加
・その他

第３回 ホテルハマツ、ビックアイ
平成３０年１１月１日�
１３：００～１７：００

３名 ・全国大会リハ－サルへの参加
・その他
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（２）ふくしまインフラメンテナンス技術者育成協議会支援活動
《委員会》

《幹事会》
項目 場所・日時 出席者人数 議題
第６回
幹事会

福島県建設センタ－
平成３１年２月２０日�

長尾 １．報告事項：国交省資格登録につ
いて、各ＭＥコ－ス認定結果に
ついて

２．議事：平成３１年度事業計画、各
ＭＥコ－ス募集要領について、
技術者育成枠組みについて

３．その他：ＭＥ認定者の活用につ
いて

項目 場所・日時 出席者 議 題
防災講師
会議

日本大学工学部
平成３０年４月１０日�
１３：３０～１５：００

小沼、黒森、畠 １．ＭＥ基礎コースの日程、講師確
認、テキストの見直し

２．ＭＥ（防災）コース日程・カリ
キュラム・テキスト作成について

防災講師
会議

日本大学工学部
平成３０年６月５日�
１３：００～１５：００

小沼、黒森
長尾、畠
増子、八巻

１．修得目標の確認とテキスト作成
について

第２回
ＭＥ講座
講師会議

福島県建設センター
平成３０年６月８日�
１４：００～１５：００

畠、長尾 １．ＭＥ（基礎）テキストについて

第５回
委員会

福島県建設センター
平成３０年７月２７日�
１０：００～１１：３０

畠 １．報告事項：監査結果、平成３０年
度第１回基礎コース概要

２．議事：協議会の英語表記、平成
３０年度予定他

第６回
委員会

杉妻会館
平成３０年８月２７日�
１０：００～１１：３０

畠 １．ＭＥ（防災・保全）コース実施
要領（案）

２．遅刻・欠席者の取り扱い
ＭＥ

（防災）
現場研修

平成３０年１１月１６日�
柳津町～三島町
平成３０年１１月１７日�
会津若松市内

小沼、長尾
畠、八巻

１．スノーシェット、ロックシェッ
ト、岩盤崩落、地すべり現場点
検・診断

２．意見交換会（現場研修の点検方
法など）

ＭＥ
（防災）
講師

平成３０年１１月１７日�、２４日�、
１２月１日�、１２月８日�、１５日�

石田、増子
畠、小沼
長尾、八巻

１．講義他

ＭＥ
（保全）
講師

平成３０年１１月１０日�、１２月８日�、
１５日�

高橋（明） １．講義他

ＭＥ
（保全）
現場研修

平成３０年１１月１９�、２０日�
南会津町

高橋（明） １．橋梁点検・診断・意見交換会

３



３．広報委員会

４．技術委員会

項目 場所・日時 出席者人数 議題
第１回 日栄地質測量設計㈱郡山支社会議室

平成３０年４月２３日�
１３：３０～１４：３０

３名 ・技術士全国大会について
・平成２９年度活動報告
・委員会活動予定の確認について
・たくみ１９号編集方針、作業工程につ
いて
・支部ホームページ更新内容について

たくみ
１９号

（編集発行）平成３０年１２月４日 執筆依頼書等発行 平成３１年１月３０日 原稿受領
平成３１年２月２８日 最終校正原稿出版社提出

ガイア （原稿執筆）平成３０年５月２日 平成２９年度後期支部活動報告提出
平成３０年１０月２９日 平成３０年度前期支部活動報告提出

支部
ＨＰ
更新

（平成３０年４月～平成３１年３月）
・たくみ１８号ＰＤＦ版掲載 ・技術士全国大会案内掲載 ・支部概要更新
・行事予定掲載（ＣＰＤ研修会） ・活動紹介掲載（ＣＰＤ研修、技術士全国大会）

項目 場所・日時 出席者人数 議題
第１回 陸奥テックコンサルタント㈱第１会議室

平成３０年５月２２日�
１５：００～１６：００

出席３名
（欠席１名）

第１回ＣＰＤ研修会の課題や問題点、
改善事項について
平成３０年度 技術委員会活動計画及び
第２回ＣＰＤ研修会の打合せ

第２回 陸奥テックコンサルタント㈱第１会議室
平成３０年８月２１日�
１５：００～１６：１５

出席４名 ・第２回ＣＰＤ研修会の課題や問題点、
改善事項について
・たくみの原稿依頼について
・第３回、第４回ＣＰＤ研修会の打合せ
・平成３１年度の活動計画について

第３回 郡山地域職業訓練センター３階第１教室
平成３０年１２月１７日�
１３：００～１４：４５

出席４名 ・たくみの原稿依頼について
・平成３１年度の活動計画及びＣＰＤ研
修の内容について

第４回 陸奥テックコンサルタント㈱第１会議室
平成３１年２月２６日�
１５：００～１７：００

出席４名 ・第１回ＣＰＤ研修会について
・平成３１年度の活動計画及びＣＰＤ研
修の内容について

４



５．特別委員会活動報告
項目 場所・日時 出席者 議題

第７回全国大会
実行委員会

�復建技術コンサルタント
平成３０年４月２６日
１３：００～１４：３０

畠、宮崎、赤井 １．各委員会進捗状況の確認（東武
トップツアーズ含む）

２．実行予算説明
３．専門部会開催予定他

第８回全国大会
実行委員会

�復建技術コンサルタント
平成３０年７月１９日
１５：００～１７：００

畠、宮崎
長尾、赤井

１．各委員会進捗状況報告
２．各委員会確認事項の審議
３．建設新聞記事・広告掲載について

第９回全国大会
実行委員会

�復建技術コンサルタント
平成３０年９月６日
１５：００～１７：００

畠、宮崎
長尾、赤井

１．大会申込状況、協賛広告申込状
況報告

２．予算状況（収支予測）
３．各委員会進捗状況報告他

第１０回全国大会
実行委員会

ホテルハマツ・ビッグアイ
平成３０年１１月１日

３２名
（本部役員含む）

１．会場でのリハーサル
２．大会を通しての各委員会の問題

点の確認他
第１１回実行委員会 平成３１年２月 畠、宮崎 １．大会報告書の確認

２．大会の収支報告他

５



６．統括本部・東北本部行事への参加報告

７．第７回年次大会
項目 場所・日時 出席者人数 議題
第７回
年次大会

コラッセふくしま
平成３０年６月２２日� １１：００～１２：００

２９名 平成２９年度活動報告
平成２９年度決算報告及び監査報告
平成３０年度活動計画
平成３０年度予算
会員の状況
平成３０年度全国大会（福島）準備報告

項目 場所・日時 出席者 議題
第４回東北本部
政策事業委員会

㈱復建技術コンサルタント
２Ｆ会議室
平成３０年４月１０日�
１５：００～１７：００

中田
副支部長

○審議事項（１．東北本部年間スケ
ジュールについて ２．平成２９年度
活動報告および平成３０年度事業計
画（案）について ３．東北本部年
次大会記念講演の候補者について
４．平成３０年度事務局員報酬につい
て ５．技術士試験実施業務につい
て ６．統括本部のＴＶ会議システ
ム対応について ７．特別会長表彰
について ８．その他（事務局より）

第１回東北本部
政策事業委員会

㈱復建技術コンサルタント
４Ｆ会議室
平成３０年６月１１日�
１５：００～１６：５５

中田
副支部長

○審議事項（１．東北本部年間スケ
ジュールについて ２．平成３０年度
予算について ３．東北本部年次大
会・記念講演について（役割分担
等） ４．次期役員候補選定のお願
い ５．その他

第２回東北本部
政策事業委員会

㈱復建技術コンサルタント
２Ｆ災害対策室
平成３０年９月１１日�
１５：００～１７：００

中田
副支部長

○審議事項（１．本部長会議（９／
７）報告 ２．東北本部年間スケ
ジュールおよび行事 ３．第４５回技
術士全国大会（福島）の申込状況
について ４．会長表彰候補者選定
のお願い ５．次期役員候補者選定
のお願い ６．講師候補者推薦のお
願い ７．統括本部総務委員会（８
／３０）報告 ８．その他

第３回東北本部
政策事業委員会

㈱復建技術コンサルタント
２Ｆ災害対策室
平成３０年１２月１８日�
１５：００～１７：００

中田
副支部長

○審議事項（１．東北本部年間スケ
ジュールおよび行事関係 ２．総務
委員会（１２／１１）報告 ３．東北本
部予算（案）について ４．第４５回
全国大会（福島）実施報告 ５．平
成３１年度会長表彰候補について
６．各県支部の事務局員（雇用状
況）について ７．一次試験合格者
・ＪＡＢＥＥ課程修了者ガイダン
ス・懇親会について ８．その他

６



試験種別 配布期間 受験申込書配布部数
第一次試験 平成３０年６月１５日～平成３０年７月２日 １００部
第二次試験 平成３０年４月２日～平成３０年４月２５日 １００部

８．ＣＰＤ研修会

９．機関誌「たくみ１９号」の発行
会員の相互理解、会活動の情報発信手段として平成３１年３月「たくみ１９号」の発刊を行い、

会員のほか、国・県・他関係機関に配布した。

１０．技術士試験受験啓発活動
� 関係機関・団体等への受験申込書の配布
（一社）福島県建設産業団体連合会、（一社）福島県建設業協会、（一社）福島県測量設計
業協会、（一社）福島県地質調査業協会等に対して 技術士第一次試験・第二次試験の団体
会員各社へ受験申込書を送付し所属職員に対する受験啓発の呼掛けを実施しました。
なお、事務局が配布した受験申込書の配布実績は次表の通りです。

１１．その他
� 親睦会（ゴルフコンペ）

日時：平成３０年６月１日� ９：１０～
場所：矢吹町アローレイクカンツリー倶楽部
参加者：１３人

項目 場所・日時 出席者人数 研修内容
第１回 田村郡三春町

双葉郡楢葉町
平成３０年４月２０日�
９：００～１６：００

２３名 《施設見学》
○楢葉町楢葉遠隔技術開発センタ－（モックアップ施設）
○福島県環境創造センタ－交流棟（コミュタン福島）

第２回 コラッセふくしま
平成３０年６月２２日�
１３：２０～１６：５０

７４名 《講演‐１》
○演題：男女共同参画について考える
講師：小松由美氏（福島学院大学学長）

《講演‐２》
○演題：福島第一原子力発電所の廃炉と世界叡智の結集
講師：中野純一氏（原子力損害賠償・廃炉等支援機構

（ＮＤＦ）技術グル－プ審議役）
第３回 日本大学工学部

６２号館６２３２教室
平成３０年９月１２日�
１３：３０～１６：５０

５４名 《講演‐１》
○演題：土木遺産の活用～安積疎水十六橋水門改築事業

について～
講師：長谷川潔氏（陸奥テックコンサルタント㈱

専務取締役）
《講演‐２》
○演題：水田の多目的機能の利活用
講師：朝岡良浩氏（日本大学工学部土木工学科准教授）

第４回 ホテルハマツ
平成３０年１１月１２日�
１４：３０～１６：００

４８３名 ○記念講演：会津藩から学ぶ復旧・復興の心構え
講師：星亮一氏（歴史作家）

７



【平成３１・令和元年度役員会・各委員会会議開催報告】（期間：平成３１年４月～令和２年３月）

平成３１・令和元年度の活動概要は以下のとおりです。上記期間の令和２年２月～３月について
は、予定を記載しています。

１．役員会

２．総務委員会

３．広報委員会

項目 場所・日時 出席者人数 議題

第１回 郡山市民交流プラザ第２会議室
（ビッグアイ７階）
平成３１年４月１８日�
１３：３０～１５：３０

出席１０名
（欠席４名）

・第８回年次大会について
・親睦ゴルフ日程について
・たくみ、全国大会報告書配布につ
いて、その他

第２回 郡山市駅前「だいこんの花」会議室
令和元年７月２５日�
１５：３０～１７：００

出席１０名
（欠席６名）

・各委員会の活動状況について
・ふくしま未来委員会、東日本大震
災のア－カイブについて
・その他

第３回 （予定）
令和２年２月下旬

・来年度の活動計画方針について
・第８回年次大会について
・その他

項目 場所・日時 出席者人数 議題
第１回 ㈱東コンサルタント本社会議室

平成３１年４月９日�
１３：：３０～１６：００

６名 ・年間行事予定について
・第１回役員会開催準備について
・第８回年次大会について
・その他

第２回 日栄地質測量設計㈱郡山支社
令和元年６月３日�
１３：３０～１５：００

８名 （委員長会議）
・第８回年次大会準備について
・その他

項目 場所・日時 出席者人数 議題
第１回 日栄地質測量設計㈱郡山支社会議室

令和元年８月１９日�
１３：３０～１４：３０

５名 ・平成３０年度活動報告
・委員会活動予定について
・たくみ２０号編集方針、作業工程に
ついて
・支部ホームページ更新内容につい
て

たくみ
２０号

（編集発行）令和元年１１月２９日 執筆依頼書等発行 令和２年１月３０日 原稿受領
令和２年２月２８日 最終校正原稿出版社提出

ガイア （原稿執筆）令和元年５月１１日 平成３０年度後期支部活動報告提出
令和元年１１月４日 令和元年度前期支部活動報告提出

支部
ＨＰ
更新

（平成３１年４月～令和２年３月）
・たくみ１９号ＰＤＦ版掲載
・支部概要更新 ・行事予定掲載（ＣＰＤ研修会） ・活動紹介掲載（ＣＰＤ研修）

８



４．技術委員会

５．特別委員会活動報告

項目 場所・日時 出席者人数 議題
第１回 陸奥テックコンサルタント㈱

第１会議室
令和元年５月２０日�
１５：００～１６：００

出席４名 ・第１回ＣＰＤ研修会の課題や問題
点、改善事項について
・平成３１年度の技術委員会活動計画
及び第２回ＣＰＤ研修会の打合せ

第２回 陸奥テックコンサルタント㈱
第１会議室
令和元年８月１９日�
１５：００～１６：００

出席５名 ・第２回ＣＰＤ研修会の課題や問題
点、改善事項について
・たくみの原稿依頼について
・令和２年度の活動計画について

第３回 陸奥テックコンサルタント㈱
第１会議室
令和元年１０月１５日�

台風１９号による
災害のため中止

・第３回ＣＰＤ研修会の改題や問題
点、改善事項について
・たくみの原稿依頼について
・令和２年度の活動計画及びＣＰＤ
研修の内容について

第４回
（予定）

陸奥テックコンサルタント㈱
第１会議室
令和２年２月１８日�
１５：００～１７：００

・第１回ＣＰＤ研修会について
・令和２年度の活動計画及びＣＰＤ
研修の内容について

項目 場所・日時 出席者 議題
阿武隈川上流総合
水防演習（福島河
川国道事務所主催）

阿武隈川河川敷（富久山町）
令和元年５月２８日�

畠、八巻
小沼、安藤
佐々木、和田
小室

１．防災パネル展示

第１回打合せ 東建土質測量設計�
令和元年７月１１日�

小沼、安藤
佐々木、和田
岡部

１．阿武隈川上流総合水防演習報告
２．今後の活動計画

第２回打合せ 酒肴工房「だいこんの花」
令和元年７月２５日�

小沼、安藤
佐々木、和田
畠、宮崎

「ＴＯＨＯＫＵわくわくスクール」
申請内容

「清流を取り戻す会」
フィールド授業

須賀川市立第三小学校
フィールド下の川
令和元年８月２７日�

安藤、岡部 １．須賀川市や市民団体が毎年行っ
ているイベントに参加

「都路志塾」参観 田村市立都路中学校
令和元年９月５日�

小沼、安藤
宮崎

「ＴＯＨＯＫＵわくわくスクール」
参観

「清流を取り戻す会」
環境フォーラム

須賀川市立第三小学校
２０１９年１１月２１日

安藤、岡部
佐々木、畠

・須賀川市および市民団体が例年
行っているイベントに参加

９



６．統括本部・東北本部行事への参加報告

７．第８回年次大会

項目 場所・日時 出席者 議題
第１回東北本部
政策事業委員会

㈱復建技術コンサルタント
４Ｆ大会議室
令和元年６月１７日�
１５：００～１７：００

中田
副支部長

○審議事項（１．令和元年度予算の執
行について ２．東日本大震災１０周
年記念事業準備状況（報告） ３．
第５０回日韓技術士国際会議準備状
況（報告） ４．第２２回北東３地域
本部技術士交流研修会準備状況
（報告） ５．その他

第２回東北本部
政策事業委員会

㈱復建技術コンサルタント
２Ｆ災害対策室
令和元年９月９日�
１５：００～１７：００

中田
副支部長

○審議事項（１．ガイアへの企業広告
について ２．特別表彰について
３．再入会手続きについて ４．全国
大会（山口）参加者への補助金に
ついて ５．報告事項（１．総務委員
会報告 ２．第５０回日韓技術士国際
会議準備状況 ３．第５０回日韓技術
士国際会議 ４．第４６回技術士全国
大会（徳島）参加について ５．東
日本大震災１０周年記念事業準備状
況） ６．その他

第３回東北本部
政策事業委員会

㈱復建技術コンサルタント
２Ｆ災害対策室
令和元年１２月１０日�
１５：００～１７：００

中田
副支部長

○審議事項（１．令和２年度予算（案）
および行事予定確認について ２．
会長表彰候補推薦について ３．ｗ
ｅｂ会議システム活用について
（検討） ４．第５０回日韓技術士国際
会議準備状況（報告） ５．東日本
大震災１０周年記念事業準備状況
（報告） ６．その他

項目 場所・日時 出席者人数 議題
第８回
年次大会

コラッセふくしま
令和元年６月２１日� １１：００～１２：００

３４名 平成３０年度活動報告
平成３０年度決算報告及び監査報告
福島県支部細則の改訂
新幹事役員の紹介
２０１９年度（令和元年度）活動計画
２０１９年度（令和元年度）予算
会員の状況

１０



８．ＣＰＤ研修会

９．機関誌「たくみ２０号」の発行
会員の相互理解、会活動の情報発信手段として令和２年３月「たくみ２０号」の発刊を行い、

会員のほか、国・県・他関係機関に配布した。

項目 場所・日時 出席者人数 研修内容
第１回 国土交通省東北地方整備局

東北技術事務所
平成３１年４月２４日� ９：００～１８：３０

２３名 《施設見学》
○体験型土木構造物実習施設の見
学、実習

第２回 コラッセふくしま
令和元年６月２１日� １３：３０～１７：００

９４名 《講演‐１》
○演題：東日本大震災の対応～大震

災から得た教訓～
講師：熊谷順子氏（復建技術コン

サルタント 事業 企画本
部 理事）

《講演‐２》
○演題：リスペクトから始めよう～

真の男女共同参画を目指し
て～

講師：石川弘子氏（月の泉技術士
事務所）

第３回 東京電力福島第一原子力発電所
令和元年９月１１日� ９：３０～１８：３０

２３名 《施設見学》
○東京電力廃炉資料館で説明後、東
京電力福島第一原子力発電所の廃
炉に向けた取り組みや状況を視察

第４回 ビッグパレットふくしま（小会議室）
令和元年１１月１９日� １３：３０～１７：００

台風１９号による
災害のため中止

《講演‐１》
○演題：水を浄化する花壇の開発～

自然の浄化機能とその活用
～

講師：中野和典氏（日本大学工学
部土木工学科教授）

《講演‐２》
○演題：須賀川市における市民と行

政の水環境保全への取り組
み～須賀川に清流を取り戻
す市民の会の活動紹介～

講師：岡部敬文氏（須賀川市上下
水道部 下水道施設 課長）
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試験種別 配布期間 受験申込書配布部数
第一次試験 令和元年６月１４日～令和元年７月３日 １００部
第二次試験 平成３１年４月１日～平成３１年４月２４日 １００部

１０．技術士試験受験啓発活動
� 関係機関・団体等への受験申込書の配布
（一社）福島県建設産業団体連合会、（一社）福島県建設業協会、（一社）福島県測量設計
業協会、（一社）福島県地質調査業協会等に対して 技術士第一次試験・第二次試験の団体
会員各社へ受験申込書を送付し所属職員に対する受験啓発の呼掛けを実施しました。
なお、事務局が配布した受験申込書の配布実績は次表の通りです。

１１．その他
� 親睦会（ゴルフコンペ）

日 時：令和元年６月６日� ９：００～
場 所：矢吹町アローレイクカンツリー倶楽部
参加者：１０人

１２



●特 集

令和元年台風第１９号による阿武隈川上流域
の被災状況と対応について

国土交通省東北地方整備局
福島河川国道事務所長 小 浪 尊 宏

１．はじめに
令和元年１０月１２日から１３日にかけて、台風

第１９号が日本列島を縦断し、静岡県、新潟
県、長野県、関東地方全域、福島県、宮城県
などの東北地方まで、広い範囲で記録的な大
雨をもたらした。

図１ 台風第１９号の気象衛星画像

図２ 台風第１９号と過去の降雨との比較

本稿は、福島河川国道事務所が管理してい
る阿武隈川上流における被災状況及び対応の
概略について簡潔に報告するものである。

２．降雨及び出水の概要
令和元年台風第１９号は、１０月１２日１９時前に

大型で強い勢力で伊豆半島に上陸した後、関
東地方を通過し、１３日未明に東北地方の東海
上に抜けた。台風本体の発達した雨雲や台風
周辺の湿った空気の影響で、中心に広い範囲
で記録的な大雨となった。（図１）
これに伴い、阿武隈川流域全域にわたり二

日雨量２５３㎜の雨が激しく降り、戦後最大洪
水であった昭和６１年（８．５洪水・同２３４㎜）や
平成の大改修の契機となった平成１０年（８．２７
洪水・同２０８㎜）を上回る雨量が観測された
記録的な降雨となった。（図２）
この記録的降雨により、阿武隈川および荒

川について、７カ所の基準観測所全てで既往
最高水位を観測し、その全てではん濫危険水
位を超過した。
特に本宮・阿久津（郡山市）・須賀川地点

図３ 阿武隈川の出水の概要
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においては、計画高
水位を超過する記録
的な出水となった。
（図３）
今回の出水のはん
濫戻し流量を推計す
ると福島地点で約
７，４００㎥／s となり
（速報値）、基本高水７，０００㎥／s を超える超過
洪水であったと見られる。確率評価を行うと
１／１８０となり、きわめて生起確率の低い事象
であったことが明らかとなった。（図４）

図５ 実績流量の過去の洪水との比較

また、福島地点の実績流量で比較すると、
過去最高であった昭和１６年の４，３１０㎥／s を大
きく超える約５，５００㎥／s であった。（図５）
図６～図８に、計画高水位を超過した本宮
・阿久津・須賀川の各観測所における水位状
況を示す。いずれも水位の上昇速度が極端に
早く、中流部の本宮であっても、１時間に１
ｍ近い水位上昇が観測された。また、計画高

水位の超過時間が須賀川では１５時間５０分に達
するなど、非常に長い時間、高い水位が続い
たことがわかる。

３．浸水被害の概要
記録的な出水を受け、阿武隈川上流の直轄

区間では須賀川市浜尾地先において堤防が決
壊したほか、少なくとも１９箇所で越水、６箇
所で溢水が確認されている。（図９）
また、阿武隈川流域河川の福島県管理区間

では社川の１２箇所をはじめとする計３０箇所の
河川で決壊したほか、数多くの越水・溢水が

図６ 本宮水位観測所の水位状況

図７ 阿久津水位観測所の水位状況

図８ 須賀川水位観測所の水位状況

図９ 阿武隈川直轄区間の決壊・越水・溢水箇所

図４ 今次出水の
確率評価
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発生した。福島県ではこのほか、夏井川流域
６箇所、宇多川・小高川流域で各３箇所等、
県内の中通り・浜通り全域で合計４９箇所の堤
防決壊が生じている。（図１０）

図１０ 福島県管理河川の決壊箇所

これらの施設被害に伴い、福島県内の阿武
隈川流域では少なくとも約３，３００�の浸水被
害が確認されており、本宮・郡山・須賀川等
を中心に計約１１，０００戸の床上・床下浸水が発
生した。これは、昭和６１年８月洪水の約
２０，０００戸に比べれば少ないが、平成以降最大
の被害となる。
また、台風１９号による洪水・土砂災害によ
り、福島県内で計３０名が犠牲となった（内訳
は、いわき市８名、本宮市７名、郡山市６
名、白河市・須賀川市・二本松市各２名、南
相馬市・川内村・飯舘村各１名）。これは３７

名の死者・行方不明者を出した昭和３３年台風
第２２号以来最大となる。
また、このうち阿武隈川流域の犠牲者は５

市１９名となるが、死因を分析すると二本松市
の２名、白河市の１名を除く１６名が洪水によ
る死者となっている。（図１１）
昭和６１年８月のいわゆる「８．５水害」、平成

１０年８月のいわゆる「８．２７水害」のいずれも
浸水による死者は数名にとどまっており、今
回の被災における多くの犠牲者に関する検証
が求められるところである。また、洪水の死
者１６名のうち少なくとも６名が移動中（避難
中又は通・退勤中）の被災とみられ、避難の
課程や職務上の移動における安全性も大きな
課題として浮き彫りとなった。

４．河川管理施設の復旧
須賀川市浜尾地先における直轄管理区間の破

堤箇所においては、即座に緊急復旧工事に着手
し、１０月１８日１７時に仮堤防盛土が、１１月８日２０
時に土堤による締め切りが完了した。（図１２）

図１２ 浜尾地区緊急復旧工事

図１３ 福島県管理区間被災箇所の権限代行図１１ 阿武隈川流域の犠牲者の状況
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また、阿武隈川流域の３０箇所の県管理区間
の破堤箇所のうち、本川至近箇所等の１６箇所
について、福島県知事からの要請を受け、国
が権限代行による緊急復旧工事を実施した。
福島県建設業協会の協力を得た２４時間体制の
施工により、１１月２１日に全１６箇所の緊急復旧
工事が完了した。（図１３）
権限代行箇所は８市町村にわたり、被災延

長も１０ｍから２００ｍまでまちまちであった。
図１４及び１５に、最も延長が長い矢吹町明新東
地先の被災状況及び緊急復旧状況を示す。

図１４ 矢吹町明新東地先の破堤状況（１０／１３撮影）

図１５ 矢吹町明新東地先の緊急復旧状況（１１／２２撮影）

加えて、阿武隈川、荒川等の国直轄管理区
間における護岸・堤防等の被災箇所は計８０箇
所にのぼり、令和元年度（補正予算）及び令
和２年度の災害復旧事業により順次復旧して
いる。（図１６）なお、併せて実施している改
良復旧事業については後節で解説する。

５．既存インフラのストック効果
阿武隈川の改修を直轄で行うようになってか

ら、令和元年１１月でちょうど１００年となる。この
百年間で整備された治水施設は、百年間で最大
となる洪水に対し、その機能を十分に発揮した。
速報値ではあるが、今次出水を再現したシ

ミュレーションによれば、阿武隈川上流域の
出水量は合計およそ６億㎥となる。これは、
昭和６１年洪水の約５億㎥、に比べ２割程度多
く、今回の出水の大きさを物語っている。

図１７ 阿武隈川上流域の洪水の行方

同シミュレーション結果を分析すると、今回
の出水で外水被害を引き起こした氾濫水は、約
２％にあたる合計およそ１．３千万㎥と推計される。
また、流域のダム・遊水地において貯留したお

図１６ 直轄管理区間の被災状況
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よそ３．４千万㎥も含めると、河道に一時貯留され
た洪水や、流域に浸透した水も一部あるが、お
よそ９８％の洪水は安全に貯留され、また流下
している。いわゆる「平成の大改修」も含む
過去の河川改修、三春ダム、摺上川ダム、浜
尾遊水地などの整備の成果といえる。（図１７）

図１８ 三春ダムの洪水調節実績

図１９ 阿久津地点の水位と三春ダムの効果

三春ダムは、昭和４７年に事業着手され、平
成１０年３月に完成した総貯水容量４，２８０万㎥
の多目的ダムである。今回、完成後最大とな
るピーク流量６１３．４㎥／s が流入したが、放流
量は洪水期間中を通して最大でも２７．８㎥／s
に抑え、最大５８５．６㎥／sの洪水調節を行った。
貯留量は合計約１，７９０万㎥であり、流下せず
に貯留したことで、郡山市、本宮市などの浸
水深や浸水面積を抑制する効果があった。
また、今回、郡山市内の阿久津地点ではお
よそ３時間にわたる越水はん濫が観測された
が、幸いにも破堤は免れた。阿久津地点にお
いては、三春ダムにより約８４㎝の水位低減効
果があったと見られ、もしダムによる洪水調
節を行わなければ、より長時間はん濫が継続
し、郡山市街地における阿武隈川本川の破堤
という最悪の事態につながった可能性があ
る。（図１８、１９）

摺上川ダムは、昭和５７年に事業着手され、
平成１７年９月に完成した総貯水容量１億
５，３００万㎥の多目的ダムである。今回、こち
らも完成後最大となるピーク流量５２３．２㎥／s
が流入したが、放流量は洪水期間中を通して
最大でも３．９㎥／sに抑え、ほぼ全量を貯留し、
最大５１９．３㎥／s の洪水調節を行った。貯留量
は合計約１，４４０万㎥であり、阿武隈川合流点
での摺上川の水位を約１９６㎝低減する効果が
あったほか、本川伏黒地点の水位も３４㎝低下
する効果があった。また、これだけの洪水に
もかかわらず、飯坂温泉は大規模な浸水を免
れており、摺上川ダムの大きな効果といえ
る。（図２０、２１）

図２０ 摺上川ダムの洪水調節実績

図２１ 摺上川・飯坂温泉におけるダムの効果

平成１０年の洪水を受け事業着手した浜尾遊
水地（須賀川市）は、平成１６年度に概成し、
平成３１年３月には追加掘削事業も完了してお
り、今回の洪水では東京ドーム約２杯分にあ
たる約２６０万㎥（速報値）を貯留した。須賀
川水位観測所の水位低下効果に換算すると約
３０㎝（速報値）となり、須賀川市、郡山市な
どの越水箇所の減少や越水はん濫時間の短縮
による浸水被害軽減につながった。須賀川市
の越水はん濫時間は１２時間以上と見られる箇
所もあり、こちらも三春ダム同様、河道から
の越水による阿武隈川本川の破堤という最悪
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の事態の回避につながった効果があった可能
性がある。（図２２）

図２２ 浜尾遊水地の洪水貯留状況

６．国交省としての危機管理・応急対応
台風上陸の３日前の１０月９日、気象庁は臨

時会見を行い「非常に強い勢力を保って西日
本から東日本へ接近、上陸して広範囲に大き
な影響をもたらす恐れがある」と警告した。
また、１１日にも臨時会見を行い「狩野川台風
に匹敵」する可能性に言及した。
台風の上陸３日前に会見を行うのは気象庁

としては異例の措置で、これを受け、１１日午
前中には、東北地方整備局でも仙台管区気象
台と合同記者会見を行い、広範囲の注意喚起
を行った。（図２３）

図２４ 福島地方気象台の説明会

図２５ 台風接近を前にした緊急記者会見

福島河川国道事務所としても、１１日午前に
福島地方気象台が開催した説明会に河川管理
者として同席し、出席した報道機関や地方公
共団体に対して阿武隈川の水害の危険性や対
応状況について共有した。（図２４）
また、台風の接近に伴う降雨により、堤防

を越える洪水の発生がほぼ確実となった翌１２
日１９時には福島河川国道事務所において緊急
記者会見を行い、同日２１時頃に阿久津地点・
須賀川地点で氾濫危険水位を超え、さらに水
位が上昇する見込みであること、早め早めの
避難。命を守る最大限の行動について、事前
の注意喚起を行った。（図２５）
また、市町村の避難勧告等の発令の判断を

支援するため、台風接近前より流域市町村に
リエゾンを派遣し、今後の水位の見通しや過図２３ 東北地方整備局と仙台管区方気象台の合同説明会
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（福島県相馬市における被災状況調査）

去の大洪水時における状況等を共有したほ
か、事務所長から流域の１３市町村長への直接
の電話（ホットライン）による情報提供を計
５８回行った。（図２６）

図２６ 首長ホットラインの回数

また、被災後の支援として、東北地方整備
局のほか全国の地方整備局等からの広域派遣
も活用し、緊急災害対策派遣隊（TEC‐
FORCE）を被災市町村に派遣している。台
風１９号災害では、延べ１，２５０班４，４１５人を派遣
し、ピーク時には７４班２５９人（１０／２３）を同
時に派遣した。（図２７、２８）

図２７ TEC-FORCE派遣自治体

図２８ TEC-FORCEによる被災状況調査

また、今般の緊急対応にあたっては、整備
局のみではなく、公共土木施設の整備・管理
の専門家である「防災エキスパート」の皆
様、（一社）東北地域づくり協会、（一社）福島
県建設業協会、（一社）東北測量設計協会、
（一社）日本建設業連合会東北支部、（一社）日
本道路清掃技術協会などの関係機関の皆様
と、既存の災害協定などに基づき、ともに支
援を進めさせていただいた。紙幅の関係でそ
れぞれ紹介できないことが残念であるが、こ
の場を借りて御礼申し上げたい。

７．今後の治水対策及び防災・減災対策
今回の洪水被害を受け、１２月３日（県北方部）

及び４日（県中方部）に、大規模な河川はん濫
時の被害軽減策を推進するため水防法に基づ
き設置されている「阿武隈川上流大規模氾濫時
の減災対策協議会」を臨時に開催した。（図２９）
協議会では、ハード・ソフト連携した防災

・減災プロジェクトの方向性について議論が
行われ、①河川における治水対策の推進、②
減災型都市計画の展開、③地区単位・町内会
単位での防災体制の構築、④バックウォータ
ーも考慮した危機管理対策の推進、⑤市町村
の実情に応じた減災の取り組みの５本の柱か
らなる方向性について合意された。
この方向性に基づき各機関において対策が

検討され、関係する治水対策事業の採択を受
け、令和２年１月３１日に「阿武隈川緊急治水対
策プロジェクト」として発表された。（図３０）

図２９ 減災対策協議会（県北方部）の様子
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同プロジェクトの中
核となるハード整備事
業は、阿武隈川上流計
約１２１億円の災害復旧
事業と一体として進め
られる「阿武隈川上流
大規模災害関連事業
（事業費約９９９億円・事
業期間令和元年～令和
１０年）」である。合計
すると１，１００億円あま
りとなり、平成１０年洪
水を受けたいわゆる
「平成の大改修」の約
８００億円を上回ること
となる。（図３１）（下流
部等も含めた総額は約１，３５４億円）
同事業は、阿武隈川全川にわたりおよそ

２２０万㎥の河床・高水敷の掘削、約４００ｍの築
堤を行うほか、須賀川市の２橋の架け替え及
び上流部の遊水地整備から構成される。これ
により、今回と同規模の洪水時においても、
水位を堤防高程度に抑制し、大規模な浸水被
害の可能性を大幅に減少させることが期待さ
れる。

８．おわりに
ここまで、令和元年台風第１９号による阿武
隈川上流域の被災と対応の概要について、簡
潔に報告した。福島河川国道事務所として
は、今後、約１０年間にわたる大規模な改修事
業を担当することとなるが、地域の皆様との
丁寧な対話を心がけ、ソフト施策や県・市町
村の事業とも適切に連携し、安全・安心な流
域の構築に努めていく所存である。

図３０ 阿武隈川緊急治水対策プロジェクト

図３１ 阿武隈川上流大規模災害関連事業の概要
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●技術論文

海洋プラスチックごみ削減を目指す
技術士の取組み事例

小松技術士事務所 所長 ものづくり名人
公益社団法人日本技術士会フェロー 小 松 道 男

１．はじめに
筆者は、いわき市江名町で生を授かり、福
島高専機械工学科へ進学し、小名浜に事業所
があったアルプス電気�へ就職、プラスチッ
ク射出成形金型の設計技術を専門とし２７歳で
機械部門へ技術士登録（当時国内最年少記録
と思われる）、２９歳で独立開業した。その後、
草木台へ事務所を移転、東京都新宿区へ東京
事務所を設立し、現在もいわき市を拠点とし
て技術士活動を行っている。技術士との出会
いは、高専から大学三年次編入を見送った筆
者へ、恩師である福島高専土木工学科教授土
居威男先生（建設部門）が勧めて下さった経
緯がある。先生は、京都大学ご出身で当時ま
だ技術士制度が現在のように社会認識度が高
くなかった時代にこれからの技術者が備える
べき資格としてそのご慧眼によりご紹介下さ
れた。
筆者は、これまでに植物由来・生分解性プ

ラスチックの射出成形技術の開発に携わり実
用化に取り組んできた。近年、欧州を発端と
する海洋プラスチックごみによる汚染が世界
の喫緊の課題にクローズアップされ、生分解
性樹脂の普及はその解決策の一つとして世界
から注目を浴びている。昨年６月にわが国で
初めて開催されたＧ２０大阪サミットでは海洋
プラスチックごみ対策が重要課題の一つとし
て議論され、２０５０年までにゼロとする目標を
決定、大阪ブルー・オーシャン・ビジョンが
合意された。安倍総理は、記者会見で「適正
な廃棄物管理、海洋ごみの回収、海で分解さ
れるバイオプラスチックごみ、バイオプラス
チックのイノベーションなど、あらゆる手段
を尽くしていく考えであります。」１）と述べら

れ、この課題でのイノベーションへ期待を示
された。

図１ Ｇ２０大阪サミット（出典：首相官邸ホームページ）

２．海洋プラスチックごみの現状と課題
プラスチックの世界生産量は、約２億

８，０００万ｔ／年でその７．１％に当たる約２，０００
万ｔが海洋に流出していると考えられ、流出
後に劣化や波浪等で破砕されマイクロプラス
チックとなる。マイクロプラスチックは、海
水中のＰＣＢや有機リン化合物等を表面に海
水中平均濃度の数千～百万倍もの効率で吸着
する性質があり、石油系プラスチックが元来
含有していた微量重金属と共に小魚や魚貝類
等に吸収され、マグロ等大型魚や鳥類等に捕
食されて有害物質が生物濃縮、最終的に人間
の体内に入る危険性が指摘されている。海洋
プラスチックごみの約８０％は陸域起因であ
り、風雨により海へ運ばれている。
プラスチック（合成樹脂）は主に化石燃料

から作られた人工素材で、軽量で高強度、安
価で大量生産できる材料として急成長を遂げ
た。今日の経済発展や豊かな暮らしをプラス
チック製品の高度化が寄与してきた点に疑う
余地はないが、プラスチックが普及して７０
年、廃棄プラスチックの燃焼処理による気候
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変動や海洋マイクロプラスチック問題が顕在
化したことにより、プラスチック産業の在り
方は大きな変革を社会から求められる事と
なった。

３．植物由来・生分解性樹脂との出会い
３．１ 愛・地球博とポリ乳酸
２００５年２月、国会の施政方針演説で小泉首
相（当時）は、愛・地球博会場レストランでポ
リ乳酸（PLA, Poly Lacticacid）製の食器を使
う事に言及された。この情報に接した私は石
油由来プラスチックの負の部分を解決する技
術が世の中に必要と直感した。PLAは、原材
料を澱粉と乳酸菌とする合成樹脂で、使用後
は土中や海水中の微生物の酵素分解で水と
CO２だけに生分解される理想的な素材である。

３．２ PLAが克服できなかった課題
PLAの生分解サイクルの科学的な立証は
国内外のアカデミーで確認されていたが、原
材料価格が石油樹脂の２倍以上で、耐熱性や
強度も不足し、射出成形が困難だった。天然
物を用いた耐熱グレードも開発された所だっ
たが、金型に固着し加工が困難で、業界では
実用化に対して匙を投げている状況であっ
た。

４．イノベーションの系譜
４．１ 基本特許成立／耐熱PLA射出成形技術
筆者は、まず天然結晶化核材による耐熱Ｐ
ＬＡの射出成形技術の開発に取組み、高性能
赤外線温度センサーと気体噴射構造で平易に
加工ができる発明の基本特許の取得に成功し
た。以降、日米欧を主対象とする特許取得戦
略を実行し、特許３８件（２８０発明）を取得、
国際的知財網の構築を実現した。なお、知財
戦略の構築に際しては、福島高専工業化学科
第１回卒業生である佐藤辰彦弁理士（特許業
務法人創成国際特許事務所会長。日本弁理士
会会長、内閣府知的財産戦略本部有識者本部
員をご歴任）に全ての代理人として支援を
行って頂いた。

４．２ 超臨界Ｎ２微細発泡射出成形技術
次に耐熱 PLAに超臨界Ｎ２を溶解させて数

μｍレベルの微細発泡を形成させる多層成形
法を確立、保温性良好、軽量な製品の量産技
術を確立した。

４．３ 超臨界CO２薄肉容器射出成形技術
ガスをCO２に変えてPLAへ高濃度で溶解さ

せて可塑剤として作用させ、流動性を改善し
薄肉容器を廃棄材レスで射出成形で量産する
製法を確立した。

４．４セルロースファイバー超臨界成形技術
樹脂に生分解する木粉や古紙粉等を５０％以
上混合させて射出成形する超臨界Ｎ２成形法
を開発した。

５．事業化への道のり
５．１魔の川、死の谷、ダーウィンの海を凌ぐ
魔の川は、研究ステージから製品化開発ス

テージに立ちはだかる障壁、死の谷は、開発
ステージと事業化ステージの間に存在する資
金、人材、経営資源調達の障壁、ダーウィン
の海は、事業化ステージと産業化ステージの
間にある障壁で競合に打ち勝ち生き残らねば
越えられない。これらの試練群に次々と遭
遇、厳しい現実と対峙する事になった。

５．２ 洋菓子容器と化粧品容器からスタート
最初の販売製品は、耐熱 PLA製の高級洋

菓子容器であった。その容器を自然素材化粧
品メーカーが採用し、PLA製品の市場での
手ごたえを感じ取った。

５．３ 初のヒット商品「幼児食器 iiwanⓇ」

図２ 幼児食器 iiwanⓇ（出典：㈱豊栄工業）
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愛知県の中小企業へ製造ライセンスした技
術で幼児食器が事業化され初のヒット製品と
なる。昨年５月からは羽田及び成田空港の
JALファーストクラスラウンジで公式採用さ
れた。

５．４ 耐熱PLA射出成形システム「Ｎ‐PLAjetⓇ‐Ｈ」
耐熱ＰＬＡ射出成形システムをライセンス

製造販売するしくみを射出成形機メーカーと
実現した。

図３ 耐熱PLA成形機Ｎ‐PLAjetⓇ（日精樹脂工業㈱）

５．５ 薄肉透明カップ「PLAjetⓇ」
使い捨て用途の薄肉容器を安価に大量生産

する製法で飲料カップ、デザートカップの製
品化を実施。CO２を溶融PLAに大量溶解させ
て流動性を向上、薄肉成形品を作る事ができ
るようになった。

図４ 薄肉射出成形透明カップ「PLAjetⓇ」
（世界最薄肉０．６５㎜）

５．６ 樹木葬墓園「生分解性樹脂骨壺」
少子高齢化社会の進展による墓地不足や墓

守の在り方が社会課題となる中、いわき市よ
り市営樹木葬墓園用の PLA骨壺の開発要請
があり、骨壷の３次元デザイン、金型の開
発、射出成形による生産対応を実現した。

５．７ 薄肉 PLA射出成形システム「N‐PLA-
jetⓇ‐Ｃ」
射出成形機メーカーと共同で欧州市場へ

PLA薄肉射出成形システム販売の展開を実
施中である。昨年１０月にデュッセルドルフで
開催されたＫ２０１９国際プラスチック展示会
（世界最大規模）へ当該システム（２８０トン射
出成形機２台）を持ち込んで１週間の会期
中、連続生産を実演し来場者２４万人へ披露を
行った。

図５ PLA薄肉シャンパングラス（日精樹脂工業）

５．８ 生分解性樹脂容器・超臨界発泡成形技術
超臨界技術を用いた生分解性ポリマーアロ

イ製発泡容器の事業化を大手企業と推進中で
ある。マイクロプラスチックの原因の多くを
占める使い捨て発泡食品容器への展開を目指
している。日本では植物由来の非分解性ポリ
オレフィン等をラミネートしたカップ麺容器
が食品メーカーから展開されようとしている
が、これらは消費者が生分解すると誤認する
可能性が高く、マイクロプラスチックの元凶
となる。当該製品とは明確に趣旨の異なる本
容器は、真の SDGs を目指す大手企業から注
目を浴び、目下、国際市場への展開を検討し
ている所である。

６．社会からの認識ステージへ
６．１ 欧米からの認識がスタート
開発技術は、欧米から社会認知が始まった。

米国国務省、NASA等主催の環境フォーラム
LAUNCH：BEYONDWASTEではInnovator
of Innovators に筆者が共同創設者である米
国ベンチャー企業が輝いた。

２３



フランスのローヌ・アルプ州からはクラス
ター親善大使への就任要請があり親密な交流
が始まった。

図６ NASAフォーラムでのグランプリ受賞

６．２ 国内表彰の序奏が始まる
筆者は地方の高専出身者で無名でもあり国
内では表彰とは縁遠かった。しかし、製品化
に成功した名古屋地域から推薦があり、平成
２８年１２月に（公財）中部科学技術センター顕
彰奨励賞を筆頭者受賞、平成２９年４月に文部
科学大臣表彰科学技術賞（技術部門）を筆頭
者受賞、平成２９年６月にいわき市ものづくり
アワード受賞と公益団体からの受賞が相次
ぎ、開発技術の周知が徐々に広まっていっ
た。

６．３ ものづくり日本大賞内閣総理大臣賞受賞
平成３０年１月、第７回ものづくり日本大賞

／製品・技術開発部門において内閣総理大臣
賞を筆頭者受賞、安倍総理よりものづくり名
人の称号を授与された。４）科学技術賞（技術
部門）と史上初の２賞ダブル受賞に至った。
平成２９年に（公社）日本技術士会から顕著な
功績による会長表彰、平成３０年には５０人目の
フェローに認定された。

図７ 首相官邸での受賞式（出展：内閣府）

６．４ 公式イベントへの招待
受賞をきっかけに国内外から様々なお声が

けを頂いた。２０１５年～２０１８年はリヨン領事
事務所主催天皇誕生日祝賀レセプションへ作
品が招待出展され、直近２回はリヨンで技術
紹介を行なった。

図８ リヨン領事事務所天皇誕生日レセプション

国立科学博物館で開催された政府主催「も
のづくり展」への招待出展５）、新宿御苑での
総理主催「桜を見る会」への招待、平成３０年
度全国植樹祭関連行事（天皇皇后両陛下御出
席レセプション）並びに第８回太平洋・島サ
ミットでのデザート容器への採用、第１０回世
界水族館会議では Pollution of the Water
Planetセッションで基調講演へ登壇、世界動
物園水族館協会総裁であらせられる秋篠宮殿
下の御拝聴を賜った。７） 昨年は、世界経済
フォーラム（ダボス会議）で安倍総理演説時
に配布された政府広報誌「We Are Tomoda-
chi」に技術開発経緯が見開き２頁カラー掲
載、英・仏・西文で約６，０００冊が配布され
た。８）昨年３月の参議院環境委員会の政府参
考人質疑では PLA薄肉カップが環境大臣外
政府高官、委員（参議院議員）へ紹介され政
府の生分解性プラスチック製品の普及への取
組姿勢が答弁された。１０） TICAD７第７回ア
フリカ開発会議では公式デレゲーション調度
品として PLAシャンパングラスがアフリカ
５３ヶ国代表団へ提供された。

６．５ マスメディアへの登場
様々なイベントへ招かれた結果、マスメデ

ィアからの出演要請の機会が増え、NHK福
島「はまなかあいづToday・特集」（平成３０
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年１１月１３日放送）NHK WORLD‐JAPAN
「NEWSLINE」（平成３０年１１月１４日放送、視
聴可能世帯数世界２億８千万世帯）、毎日放
送「ちちんぷいぷい【石田敦子のニュース百
景】」（平成３１年１月３１日放送）、福島中央テ
レビ・日本財団提供「海と日本PROJECT in
ふくしま」（令和元年８月２７日放送）等へ出
演、中央紙朝刊へのインタビュー記事掲載、
専門誌やインターネットメディアへの寄稿
等、技術や産業の垣根を越えて一般市民へ情
報提供が行なわれる露出機会が増加し、技術
士の存在が一般社会や国境を越えて紹介され
る事で活動が広く認識されるようになってき
ており、科学的に信頼できる情報をわかり易
く周知する活動として貢献できていると思
う。

７．おわりに
技術士となり３０年の歳月が過ぎようとして

いる。独立技術士で家族を養う為に日夜業務
と技術開発に精勤してきましたが、この間に
東日本大震災に直面し大津波と原発事故の当
事者になろうとは思いもよりませんでした。
全てが一瞬にして水泡に帰し呆然となりまし
たが不思議な事に焦りはありませんでした。
信頼できる協力者が次々と支援の手を差し延
べて下さり、失われたサンプルや書類は比較
的早期に復旧の目処が立ちました。特許やノ
ウハウは繰り返し再現ができるものですから、
たとえ目の前の製品や機械が壊れたとしても
再度作り直せば良い訳です。これが知的財産
と技術の素晴らしい点だと実感しました。

図９ 母校・福島高専での授業風景

私の次代を継いでもらう若手技術者の育成
にも可能な限り取り組んできました。福島高
専では非常勤講師を現在まで２４年拝命し、延

べ２，８００名の学生へ技術士の存在を知らせる
事ができました。ASEANやアフリカの若手
技術者との交流も JICA、JETRO、JODC等
の事業で数多く実施しました。
技術士は、高い倫理感を持った、国によっ

て科学技術に関する高度な知識と応用能力が
認められた技術者です。多くの若手技術者へ
技術士を志望するきっかけを与えられるよ
う、模範となる社会貢献活動をできる限り取
り組んで世界へ向けて発信して参りたいと考
えています。
なお、本稿は、公益社団法人日本技術士会

福島県支部機関誌「たくみ第２０号」寄稿原稿
への加筆修正を行ない執筆したものである事
を申し添えます。

８．参考～いわき市の技術士活動
いわき市では平成３年に土居威男技術士と

筆者が発起人となって設立した任意団体「い
わき技術士懇談会」が現在も活動を続けてい
る。元福島県技術士協会会長大堀浩先生、い
わき短期大学副学長柳沢一郎先生等いわき在
住の技術士、技術士補をメンバーとし、官公
庁や民間企業の皆さんをオブザーバーとして
不定期な懇談会を開催し、技術士コミュニ
ティの形成を図って参りました。あくまで任
意団体として親睦活動を主眼において、紳士
協定を会則とし、受益者負担の下、有益で生
産的な時間を作るサロン的な会合としてきま
した。その後、日本技術士会福島県支部の設
立に伴い、多くのメンバーはその会員となり
ましたが、地域コミュニティとの橋渡しとし
て現在の事務局担当が継続して活動を行って
います。
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８）New Biodegradable Material Reduces
Plastic Waste, We Are Tomodachi, Winter
２０１９，内閣官房，平成３１年１月
９）「脱プラは解決策になるか？海洋マイク
ロプラスチック問題を読み解く」，日経も
のづくり２０１９年２月号，日経BP社，平成
３１年２月１日

１０）参議院環境委員会議事録，平成３１年３月
１４日
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●技術士ＣＰＤ研修会

－２０１９年度 第１回ＣＰＤ研修会参加報告－

「国土交通省東北地方整備局東北技術事務所 体験型土木構造物実習」
テクノメタル株式会社 佐々木 幸 治（金属部門）

１．はじめに
第１回ＣＰＤ研修会は、新元号「令和」の
施行まで１週間となった平成３１年４月２４日
（水）に国土交通省東北地方整備局東北技術
事務所において開催されました。
東北技術事務所は宮城県多賀城市にあり、
東北地方整備局管内の事務所や自治体等と建
設技術をつなぐために、技術支援や人材育成
支援、災害対策支援などの活動を行っていま
す。一般にも開放されている体験型土木構造
物実習施設は東北地方唯一であり、今回、研
修会参加者２１名が体験してきました。その内
容について、金属分野との類似点なども交え
ながら報告します。

２．体験型土木構造物実習
実習内容は予め用意されたコースの中から
選ぶことができ、今回はコンクリート（１）
～（３）の３コースを受講した。
（１）コンクリート施工管理（不適切施工）

…島村一講師
不適切な施工による材料分離，豆板，コー

ルドジョイントなどの不具合について、屋外
にある実物大のコンクリート構造物や展示パ
ネルを見ながら、発生原因や防止工法などを
学習した。金属製品の製造現場においても表
面状態から不具合発生原因を読み取る技術は

重要である。

（２）コンクリート非破壊検査
各種非破壊検査器の特徴や使い方の説明・

実演を受け、屋内に用意された研修用構造物
を用いて実習した。
①鉄筋探査 …一条洋講師
電磁誘導法による検査器プロフォメーター

５を用いて、模型の鉄筋のかぶり状態や鉄筋
径を検査した。プロフォメーターは磁場の変
化で検知する。金属分野で電磁誘導を利用し
た検査器には、きず検出を目的とした渦流探
傷器がある。
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次に電磁波レーダ法を用いた検査器ＮＪＪ
‐１０５でコンクリート内部の鉄筋の位置を検査
した。金属分野では、内部欠陥の位置検知に
は超音波探傷器を用いている。

②コンクリート強度推定 …熊谷征敏講師
シュミットハンマー法によるコンクリート
強度の推定方法を実習した。これはコンクリ
ートに打撃を与え、返ってきた衝撃により強
度を推定する反発硬度法の一つである。ハン
マーの検定をテストアンビルで行った後、傾
斜や濡れた所があるコンクリート構造物で測
定実習した。さらにコンクリートの濡れ・打
撃角度による補正値や強度算出方法、測定数
など実務で注意すべきポイントを教わった。
金属分野で用いている反発硬度法には、ショ
ア硬度計がある。

（３）コンクリート表層品質と耐久性
…島村一講師

コンクリート構造物の施工の丁寧・不適切
の違いによる表層品質や耐久性への影響につ
いて、パネルを見ながら説明を受けた。耐久
性向上には表層品質を高めることが重要であ
ることを学んだ。ちなみに金属分野では、表
面に鋼球をぶつけて圧縮残留応力を表面に付
与し疲労寿命を向上させるショットピーニン
グ工法がある。

３．おわりに
歴史を紐解くと、コンクリートは古代ロー

マ時代、鉄は紀元前４千年から使われている
が、これらを組み合わせた鉄筋コンクリート
は意外と歴史が浅く１９世紀頃からである。コ
ンクリート単体での特性は、圧縮に極めて強
いが引張りや曲げには弱いと言われている。
しかし、鉄筋が中に入ると、引張り、圧縮、
曲げのいずれに対しても強い構造体にグレー
ドアップする。単独ではそれぞれ一長一短が
あるが、一緒になると相性がたいへん良く、
弱点を補い合う。
技術士の中では少数派となる金属分野の私

にとって、ＣＰＤ研修会は異業種交流の場と
なり、日常業務では得にくい見聞を広げてく
れる良い機会となっている。他の異業種分野
の方にも参加をお勧めしたい。
最後に、とても丁寧に対応して頂いた東北

技術事務所の方々、本研修会の企画・遂行を
して下さった福島県支部スタッフの方々にこ
の場を借りて感謝申し上げます。

〈事務所入口に展示された昭和３０年代のブル
ドーザと機械化施工発祥の地記念碑〉

２８



●技術士ＣＰＤ研修会
－２０１９年度 第２回ＣＰＤ研修会参加報告－

講演１「東日本大震災の対応について
～大震災から得た教訓～」

講師 株式会社復建技術コンサルタント事業企画本部 理事 熊谷 順子 氏

株式会社船橋コンサルタント 佐 藤 則 雄（建設部門）

１．はじめに
令和元年６月２１日に「コラッセふくしま４

階多目的ホール」において第２回ＣＰＤ研修
会が開催されました。
本稿では、講演１の「東日本大震災の対応
について～大震災から得た教訓～」と題し
て、�復建技術コンサルタント事業企画本部
理事で元国土交通省東北地方整備局企画部防
災課長の熊谷順子様からご講演をいただいた
概要についてご報告いたします。

２．講演の概要
以下の流れに沿って、実際にご自身が指揮
をとられ、体験された東日本大震災の対応に
ついてお話をいただきました。
①事前の備え
②東日本大震災から得た教訓
③震災伝承
④災害と建設業

２．１ 事前の備え
近年の地震を踏まえた「備え」（強化）

約３３年前の昭和５３年６月１２日マグニチュード
７．４、震度５の宮城県沖地震が発生しブロッ
ク塀の倒壊、ライフラインに被害が発生しま

した。
昭和５８年５月２６日には、マグニチュード

７．７、震度７の日本海中部地震が発生し、秋
田、新潟を中心に大きな被害が発生しまし
た。
その後、平成２０年６月１４日に岩手・宮城内
陸地震、東日本大震災発生の約１年前の平成
２２年２月２７日にチリ中部沿岸地震がマグニ
チュード８．８という大きな規模で発生、東北
地方太平洋沿岸に大津波警報が発令されまし
た。
２日前の平成２３年３月９日に三陸沖地震が

マグニチュード７．３、震度５弱で発生、そし
て、平成２３年３月１１日東日本大震災がマグニ
チュード９．０、震度７が発生し、いまだかつ
てない被害を受けました。
東日本大震災前の備えとして、切迫する宮

城県沖地震を想定して、発生確率の把握と被
害想定を下記のようにしていました。

発生確率の想定
今後３０年以内の発生確率が９９％（Ｍ７．５前後）
今後１０年以内の発生確率が７０％程度

被害想定
都市型災害＋津波災害を想定
死者約２９０人（うち津波２８０人）
津波の第１波は、１０分強で沿岸に到着

２．２ 東日本大震災から得た教訓
講師は国土交通省東北地方整備局企画部の

防災課長として勤務し、東日本大震災の実体
験に基づく「災害初動期指揮心得」から
〇東日本大震災は地方整備局にこれまで経験
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電子書籍のKindle
本としてAmazon
から無償公開
日本語版と英語版
がダウンロード出
来ます。

したことのない対応を迫ることに
〇通常の災害には無いモードを発令
①交通路の「啓開」（陸・海・空）
②広域の緊急排水
③被災市町村への直接支援

（※通信、リエゾン、物資）
〇今後は、大規模災害の標準に
（１）発災後１時間
１時間以内にとるべき行動として
①初動体制の確立
②必要な指示を体系的に出す

（２）発災後１日間
１日以内にとるべき行動として
①指揮官として、全ての情報の確定を待
てば、初動の判断時期を失する

②限られた情報、知識と経験を総動員で
ジレンマを克服

③危機管理では、楽観的に準備して最悪
を招いた例は数多い

（３）発災後１週間
発災後１週間以内にとるべき作戦行動
①大規模災害で、整備局は所管を超えた
全体を背負う

②「非常の時間帯」には「非常時の覚悟」
③大きく構えきれない失敗を犯すことな
く、非常時の覚悟を持った対処を

※教訓：『備えていたことしか、役には立
たなかった。備えていただけでは、十分
ではなかった』

２．３ 震災伝承
①震災遺構のネットワーク化

震災伝承ネットワークの運営や伝承ロ

ードの形成が必要である。
②震災の教訓を活かす
建設ケースメソッドによる防災教育が

必要であり、修羅場での災害対応マネジ
メント力を養成していく。

２．４ 災害と建設業
東日本大震災の対応から学んだこととし

て、ソフト対策は組織・個人としての「経
験・訓練」の積み重ねが必要である。
そして、地域の災害に精通し多くの経験を

持ち、現場力を持ち合わせて地域を守る意思
の強い地元建設業の役割は今後も重要であ
る。
ハード対策としては、耐震補強や災害に強

い社会資本の整備を進めるとともに、地方の
社会資本整備への国民の理解と予算の確保を
図らなければならない。
建設業の地位向上と働きがいのある産業へ

変えていくとともに、男女ともに働きやすい
環境づくりを行い、地元建設業として、地域
の安全を守ることは今後ますます重要な役割
である。

３．おわりに
田宮虎彦の弟子が文献に著したらしい「災

害は忘れたころにやって来る。」いう言葉が
ありますが、現代は毎年日本全国のいたると
ころで災害が発生しています。
最後に話された、『備えていたことしか、

役には立たなかった。備えていただけでは、
十分ではなかった』を教訓として、まず身近
なことから災害に備え、日ごろからシミュレ
ーションしていくことが重要あると思いまし
た。
最後になりましたが、熊谷先生におかれま

しては、ご多忙の中、実体験に基づく貴重な
ご講演をいただき、ありがとうございまし
た。

以 上
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●技術士ＣＰＤ研修会
－２０１９年度 第３回ＣＰＤ研修会参加報告－

「東京電力福島第一原子力発電所視察」報告
株式会社 竹中土木 福島営業所 遠 藤 洋 一（上下水道部門）

１．はじめに
福島県支部第３回ＣＰＤ研修会として、廃
炉作業中の「東京電力福島第一原子力発電
所」（以下「１Ｆ」という）の視察が、令和元
年９月１１日（水）に行われましたのでご報告
します。行程は、１２：３０に国道６号沿いで富
岡川の南に接する東京電力廃炉資料館（以下
「資料館」という）に集合し、１３：００から資
料館見学、１３：３０には専用バスにて１Ｆに入
り、そこで注意事項などの説明を受けた後、
保安検査を通って構内に入るというもので
す。構内移動専用バスで原子炉建屋の脇を通
るなど視察を行い、１５：３０には退出して１６：
００に資料館に戻る計画となっておりました。

２．資料館での説明
資料館では、視察のスケジュールや入場時
の注意事項について説明を受けたのち、資料
館内の展示をご案内いただきました。

シアターホールで事故からその後の対応ま
での映像を見せていただき、燃料取り出しや
汚染水対策のコーナーなどでご説明を受けま
した。特に汚染水対策については、「汚染源
を取り除く」、「汚染源に水を近づけない」、
「汚染水を漏らさない」という３つの方針で、
どのような対策を行ってきたのかを丁寧にご

説明いただきました。現地視察時には、これ
らの対策である、多核種除去設備やフェーシ
ング、井戸、遮水壁などを見ることができま
した。

３．１Ｆ構内の視察
資料館からは専用のバスで１Ｆへ乗り込み

会議室で資料の配布と注意事項の再説明があ
りました。入退域管理施設には、２４時間の救
急医療体制やヘリポートがあるほか隣接して
食堂やコンビニのある大型休憩所や協力企業
棟もあり労働環境は整備されている印象で
す。
入退域管理棟から徒歩で構内専用のバスに

乗り換え、既設、増設の多核種除去設備（Ａ
ＬＰＳ）建屋を横目に見ながら１～４号機の
原子炉建屋が見渡せる高台へ移動しました。

（写真はＳＡＲＲＹ使用済み吸着搭です）

高台に入る手前で鉄条網のゲートがありま
したが、サマータイムの採用で午後２時以降
は計画作業はやらないため、ゲートの開閉は
事前連絡で係員を呼ばないと開けてもらえな
いということで、数分待たされました。登録
してあるバスでさえチェックを受ける厳重さ
は物がモノだけに仕方がないのかもしれませ
ん。
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（写真は高台からのもので、手前は地下水バ
イパス井戸、奥は１～３号機建屋です）

高台では、１号機から４号機までの現状の
説明と地下水流入を減少させるための揚水井
及びその配管の説明がありました。建屋周り
の遮水だけでなく、流入してくる地下水の削
減対策及び地表の被覆による地下水の発生そ
のものを抑制する対策がとられています。
高台から戻る際にもゲート通過に同様の手
順がとられました。入るのも出るのも厳重で
す。その後、４号機建屋前へ移動して、右手
に４号機やサブドレイン、左手に陸側凍土遮
水壁設備を見ることになりました。４号機を
見ると、燃料取り出しで使われた鋼鉄製の柱
等で覆われていました。

（写真は、西側凍土遮水壁の冷媒配管です）

その後、線量率の高い３号機の前を通過し
２号機との間を右折し海側に向かいました。
原子炉建屋やタービン建屋などにも、津波の
跡や水素爆発の跡が生々しく残っており、ま
た、この付近では、皆さん防護服で作業され
ておりましたが、現地は１００μSv／ｈ程度と

のことであり、バスの中でもその程度の空間
線量率が確認されました。

（写真は３号機建屋外壁等の現状です）

海側のルートでは、専用の港や荷揚場、津
波で動いた重油タンク（重油タンクは津波に
よりへこんでおり、元の位置から相当流され
ていることが分かります）、地震対策上切り
取られた１、２号機用の排気塔の上部（下の
写真）などを見ることができました。

次の写真の左（１、２号機用排気塔）と右
（３、４号機用排気塔）を比較してみれば、
１、２号機用から先端部分が切り取られてい
ると分かります。

荷揚場は、汚染水タンクを小名浜から海上
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輸送してきたときに利用されてきましたが、
これからは、陸上輸送による部材搬入で、現
場内で直接溶接組み立てを行うとのことでし
た。
次に５、６号機（写真）に向かいました。
１～４号機より３ｍ高い敷地にありました
が、海側に設置されていた非常用ディーゼル
発電機、電源盤等は水没してだめになり、唯
一６号機用非常用ディーゼル発電機がタービ
ン建屋から離れた建屋内に設置されていたた
め津波被害を受けなかったので、その電源に
より安全に停止したということです。

その後、タンク増設用用地の造成予定区域
を通過して乾式キャスク仮保管設備を横目で
見ながら免震重要棟の前に到着しました。免
震重要棟は、新潟県中越地震の発生を受けて
途中で建設されたとのことですが窓のような
ものは全て塞がれており、中を見ることはで
きませんでした。震災事故対応の指揮がここ
から執られたのかという思いで、テレビなど
で見る中のイメージが浮かんできました。
なお、乾式キャスクとは、使用済み核燃料
を水冷プールで十分冷却して発熱量が下がっ
た状態のものを空冷保管するための容器であ
り、通常の換気で夏でも保管庫内の温度が
４０℃にならないような設計になっているとの
ことです。燃料プールから取り出したらずっ
と他のプールで冷却し続けているのかと思っ
ていた方も多かったのではないでしょうか
（わたくしもその一人）。

４．質疑
構内視察終了後、会議室で質問を受け付け

ていただきましたが、地下水流入への質問や
遮水壁の仕組み、多核種の除去に関する質問
が多く出されました。

それらの回答から分かったことは、遮水壁
内側の地下水位を下げすぎると、建屋内の汚
染水が外に吸い出されてしまう危険があると
いうことや陸側の遮水壁は地下の配管等が貫
通しているため、遮水が完璧ではないこと
（雨など天候にも影響されるが、毎日１６０㎥程
度の地下水が内側に入り処理水となっていま
す。海側の遮水壁は配管がないので矢板締め
切りとなっております）です。処理水がたま
るのはトリチウムを除去できないためやその
他の核種も微量ながら残存するためとのこと
でした。

（写真は当初利用された一般的な防火水槽用
の１００㎘のタンクです。）

遮水壁など対策がとられるまでは、毎日
４００～５００㎥発生していた処理水が１／３程度
になったのですから、大幅に改善されたと思
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います。現在のタンク総容量が１０６万㎘であ
り、今後新たな敷地造成を行い１３７万㎘まで
増設する予定とのことですが、２０２２年の夏ご
ろで限界を迎える見込みとのことで検討が急
がれる課題です。

（設置されたタンク群。写真のようにタンク
下部には、アクリルの壁や屋根がかけられ、
雨水がタンク基部のピットに入らないよう対
策されております）

なお、トリチウム水については、通常の原
子力発電でも発生し、各国の基準で環境放出
されていますが、１Ｆの場合、事故由来の水
ということで保管されているとのことです。
（トリチウムは水素の同位体で、中性子を２
つ持ちますが、酸素と結合したトリチウム水
は、水と同じ化学的性質を持つのでＡＬＰＳ
では除去できないとのことです）

５．視察の感想
構内視察を開始して初めに気づくことは、
普通の作業着で歩いている方がほとんどとい
うことです。構内の除染が進んでおり、９割
以上の区域がそのような扱いとのことなの
で、少し見ただけでは普通の作業現場と変わ
らない様に見えます。また、ナンバープレー
トの無い構内専用の車両も多くみられました
が、これらは、車検と同程度の整備が行われ
て使用されているとのことで、しっかり管理
されていると思いました。
なお、資料館の見学は、普通に行うと最低
２時間はかかるという方もいるぐらい展示物
がありますので、今回は、核心的な部分だけ
ピックアップしてご説明をいただきました。

皆様も一度行かれてはいかがかと思います。
１Ｆ構内は、保安上バスから下車はできな
い、写真の撮影は許可されないということ（
この報告に使用してある構内の写真は、引率
者が視察時に撮影した写真のうち、保安上の
問題がないと判断された写真をお送りいただ
いて使用しております）と実質１時間の視察
ということで、現状の印象を記憶にとどめる
だけになりましたが、テレビや新聞で見るの
とは違い、生で見ることは現状がひしひしと
伝わってきてとても理解を深めることに繋
がったと思います。

６．おわりに
全体的には、廃炉に向けての作業は慎重に

一歩一歩進められ、着実に進行しているとい
う印象を持ちました。
今回は、東京電力ホールディングス株式会

社の福島第一廃炉推進カンパニー視察コミュ
ニケーショングループ本間課長ほか２名の方
の引率で視察を無事終了することができまし
た。紙面をお借りして御礼申し上げたいと思
います。

引率者の、現状を理解してもらいたいとい
う熱意は、参加者に十分に伝わったと思いま
す。的確な引率や丁寧なご説明、真摯なご回
答ありがとうございました。
最後に、廃炉作業が順調に進むことを一県

民として期待し、ご祈念申し上げ結びといた
します。

以上
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消防団整列 当日は真夏日を記録

競技に汗を流す消防団員

●特別委員会活動報告

阿武隈川上流総合水防演習の「防災展」
山北調査設計株式会社 小 沼 千香四

（建設，応用理学，総合技術監理部門）

１．はじめに
本活動報告書は、「阿武隈川上流総合水防
演習」の開催に伴い「公益社団法人日本技術
士会東北本部福島県支部」が実施した「防災
展」について報告するものである。

図－１ パンフレット（福島河川国道事務所より提供）

２．概要・プログラム
水防演習の概要、プログラムを以下に示す。

（１）概要

■日時 ２０１９年５月２６日（日）８：３０～１２：００
■場所 阿武隈川河川敷（郡山市富久山地先）
■主催 福島河川国道事務所，福島県，市町村
■参加人数 １，４００人（報道資料）
■支部担当 土石流対策模型，パネル出展
■スタッフ人数 ７名（支部会員）

（２）プログラム

■開会式 ８：３０
■洪水対応訓練，情報収集訓練 ９：００
■東北水防技術競技大会 １０：００
■住民・関係機関による連携訓練 １０：４０
■閉会式 １２：００

写真－１ 開会式

３．競技大会
東北水防技術競技大会は，東北六県の消防

団がそれぞれ集結し、「月の輪工」「シート張
工」を競い合った。

写真－２ 「月の輪工」競技

４．防災展
防災展への出展団体は，当支部を含めて２１

団体に上り、「災害対策車輌」「大型土のう」
をはじめとした設備を出展した。県支部にお
いては，「土石流対策模型」を用いて、砂防
えん堤の重要性を参加者へ伝えた。それに加
えて、「ＣＰＤ研修会」「機関誌たくみ」「ふ
くしまＭＥ」の福島県支部の活動をPRした。
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展示規模 幅 ５．２ｍ×奥行 ３．６ｍ

テーマ「内水氾濫・田んぼダム」

土石流対策模型

軟弱地盤の地名 崩壊性要因

のぼり旗

写真－３ 県支部出展

写真―４ 県支部による「パネル展示」

写真－５ 県支部による「土石流対策模型」の実演

写真－６ 県支部による「地形・地質の不思議」

写真－７ 国土交通省による降雨体験装置

５．課題・対策案
福島河川国道事務所から県支部への協力要

請時期が４月下旬。開催時期まで一カ月と慌
ただしい準備が続いた。特設ブースでの出展
は手慣れたものではなかったが、２０１８年１１月
に開催した「第４５回技術士全国大会（福島）」
での経験が役に立った。
課題・対策案としては、技術士会の「のぼ

り旗」を設置すれば、分かりやすい出展場所
を参加者へ伝えられたものといえる。

写真－８ 日本赤十字社の「のぼり旗」

６．終わりに
防災展出展にご協力していただきました福

島県土木部、郡山市上下水道局、須賀川市、
日本大学工学部、砂防ボランティアの方々へ
深く御礼申し上げます。
最後に、事業や業務での困りごとがある場

合は、県支部へご一報ください。専門の技術
者が親切・丁寧にお答えいたします。

お問合せ先 f-gijutsushikai@w3. dion. ne. jp

以上
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素素直直でで明明るるいい都都路路中中生生徒徒

●特別委員会活動報告

「都路志塾」ＴＯＨＯＫＵわくわくスクール
山北調査設計株式会社 小 沼 千香四
（建設，応用理学，総合技術監理部門）

１．はじめに
本活動報告書は、「公益社団法人東北活性
化研究センター（TOHOKUわくわくスクー
ル）」主催の「都路志塾」開催に伴い「公益
社団法人日本技術士会東北本部福島県支部」
が参観し、その内容を記したものである。
「都路志塾」は、様々な分野で経験豊富な
先輩たちの失敗談や解決策などの実体験を生
徒たちが聴き、それらを生徒が自分の立場に
置き換えて振り返り、今後の生き方について
考えることが目的である。

図－１ TOHOKUわくわくスクールパンフレット

２．概要・プログラム・講師
「都路志塾」の概要などを以下に示す。
（１）概要

■日 時 ２０１９年９月５日（木） １０：００～１５：３０
■場 所 田村市立都路中学校
■主 催 公益社団法人東北活性化研究センター
■中学生人数 ４５名（１～３年生）
■支部参加者数 ３名（宮崎，安藤，小沼）

（２）プログラム

■開会式 １０：４５
■ワークショップ
①講師陣の失敗談・解決策を聴く １１：１０
②中学生のプレゼン内容検討 １３：００
③中学生チームのプレゼン発表 １４：１０
■閉会式 １５：１５

（３）講師

■加納 実（鹿島建設（株），宮城大学客員教授）
■尾形欣一（�オガタ，デザイナー）
■相川正行（（株）竹中工務店）
■池田 淳（all tamura.tv ディレクター）

写真－１ 会場の“都路中学校”

３．ワークショップ
講師の中でも日本技術士会東北本部の建設

部会長“加納実”氏の失敗・解決策などの体
験談を拝聴し、生徒たちの反応を参観した。
①講師陣の失敗談・解決策を聴く

写真－２ ワークショップ

加納氏の体験談としては，大学卒業後に鹿
島建設に入社し、住み慣れた東京都から５００
㎞も離れた秋田県への配属を命じられた。建
設現場での生活が始まり環境は一変したが、
“ピンチはチャンス”と捉え、信念をもって
社業に従事することを心に誓った。

みみどどりりにに囲囲ままれれ環環境境豊豊かか
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熱熱心心にに意意見見をを
ままととめめるる
生生徒徒たたちち

ににここややかかなな笑笑顔顔でで““ハハイイチチーーズズ””

先生、ありがとうございました

②中学生からのプレゼン内容検討

写真－３ 中学生による検討

講師の体験談を聴いた後、１グループ１０名
がそれぞれの捉え方で意見を文章化し、それ
らの要点をパワーポイントに綴った。まとめ
る時間は正味“６０分間”と短かった。
③中学生チームのプレゼン発表

写真―４ 中学生チームの発表

生徒たちからの発表時間は５分。発表内容
を整理した時間は短かったにも係らず、焦点
を絞った無駄のない話しぶりは立派であっ
た。あるグループは、視聴者へ問いかけるク
イズ形式で発表し、講師の方々も感嘆の意を
表していた。今の中学生は脅威だ。

４．MESH

写真－５ MESH

“MESH”をご存知ですか。“MESH”とは
IoTセンサーとアプリから構成されるインタ
ーネットとモノを結ぶ「IoT」の商品。プロ
グラミングの専門知識はいらず、直感的な操
作で、人を感知したり、音楽を流したりでき
るセンサー・アプリである。“MESHを生徒
たちの柔軟な想像力で使い道を広げよう”の
意味を込めて、加納氏（東北本部ITS研究委
員会）は中学校へ貸与した。

５．おわりに

写真－６ 記念撮影

写真－７ フィナーレ“くぐりぬける加納講師”

都路中学校は緑に囲まれた山頂部にある中
学校。生徒数は全学年で４５名と少子化を物
語っていたが、１年生から３年生までがとっ
ても仲が良く、充実した学生生活を過ごして
いるのがジンジン伝わってきた。
普段、大人の世界で暮らしている日常生

活。“都路志塾”に参加した目的は技術士会
PRのためのネタ作りが本音。しかし、生徒
たちから元気をたくさんもらって、帰り際に
は背筋が伸びる自分がいました。

以上

切切れれののああるる発発表表内内容容
話話しし方方もも上上手手

７７つつののセセンンササーーでで創創意意工工夫夫
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●技術士全国大会参加報告

第４６回技術士全国大会
（四国・徳島）に参加して

東北本部福島県支部長 畠 良 一

令和を迎えて最初の全国大会が、令和元年
１０月５～６日に四国・徳島市で開催された。
これまで学生時代に５～６回四国には行って
いたが、いずれも香川県までで、初めての徳
島入りとなった。
前日に家内を連れ高知竜馬空港に降り立
ち、レンタカーでまずは大好きな高知の隠れ
た名酒『しらぎく』を求めて仙頭酒造へ向か
い、わが家へさっそく酒を送り、桂浜～高知
城～高知市内を見て、夜は定番のかつおのた
たきと『しらぎく』で旅の疲れを癒した。
翌１０月５日は、車で高知県から香川県、徳

島市へと入りましたが、とにかく山・山と内
陸部は山が深くビックリした。（認識不足）
大会は、ウェルカムパーティからの参加と

なりました。パーティは、阿波観光ホテルで
行われ、立食で窮屈に感じたが、それがかえっ
て盛り上がりを演出したように思いました。
冒頭のあいさつの前から飲み始め歓談の中

での開宴となり（私が勝手に飲んでいたので
はありませんのであしからず）、それなりに
時間はかかっていたと思うが、参加者を飽き
させず楽しませながらの開宴となり、中々の
進行だったと感心した。
メーンは、プロの踊り手による阿波踊りで、

会場内を踊りながら登場し、その流れに参加
者も大勢入り、一緒になって踊り流していた
ことで、盛り上がりも最高潮に達した。さす
が本場という印象です。不肖私も初めての阿
波踊りをかわいい踊り子と一緒に体験し楽し
ませてもらった。ここで、踊りに男踊りと女
踊りの違いがあることを初めて知りました。

昨年の経験があるので食材を注視していた
が、最後まで残っていたように思う。（福島
大会の学習効果かな？）
１０月６日本番の日は、朝のうちだけ小雨が
降っていたが、結局雨はそれだけで台風の合
間としては奇跡的に天候に恵まれた大会に
なった様に思う。
午前の４つの分科会のうち、私は第２分科

会（防災）に参加した。分科会のテーマは、「地
域防災における技術士の役割」～自分らしく
働き続けるために～とし、会場内は大変盛況
で、活発な意見交換も行われた。東北本部か
らは、防災委員長の斉藤明氏が発表した。こ
こで、発表者のテーマや聞いていて印象に
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残ったことを列記する。
★復興まちづくりは人々がつないでいくもの。
★平常時に備える活動の大切さ、特に活動を
繰り返すことで確実にレベルアップできる。

★地域防災で大切なことは、「地域主体」とな
ること。

★技術士は地区防災のリーダーとなれ。人生
の大半は地区住民として生活しているなど。
午後からの大会は、テーマ「新たな世代

（とき）へ、技術士の挑戦」と題し、女性技
術士お二人による３つの大会宣言が発せられ
た。事務局発表で６００名の参加者で会場はほ
ぼ満席でした。なかなか盛り上がったいい大
会だったと思います。
記念講演では、スポーツジャーナリストの
二宮清純氏が『スポーツを通じた地域活性
化』と題し講演した。その中で、スポーツの
改革として、スポーツを地域活性化のコンテ
ンツ、地域の観光資源へ、ライフラインで本
当に必要なものは、水・電気等より心の支え
が必要で、Ｅｕでは心のインフラが重要とさ
れている等が印象に残った。

交流パーティは、駅ビルの JRホテルクレ
メソン徳島に場所を移して行われた。冒頭の
挨拶の後、地元合唱団による第九合唱があり、
演奏後会場内に楽譜が配られ、指揮者の指導
の下全員で団員の声に誘導され一緒に歌いま
した。さすが経験のある赤井委員長は最前列
で大きな口を開け歌っていたのが印象深い。
なぜこの徳島で「第九」なのかと思った

ら、冒頭指揮者から以下の説明があった。
第１次世界大戦時、日本軍は青島（チンタ

オ）でドイツ軍に勝ち、奇跡の収容所と呼ば
れた坂東俘虜収容所を徳島県の現在の鳴門市
に実現させたのが、会津藩出身の松本豊壽所
長でした。その収容所で捕虜のドイツ兵が最
初に演奏した中の一曲が第九「歓喜に寄す」
で１９１８年（大正７年）６月１日のことでした。
山口大会から戊辰で会津につながり、更に

第九で徳島につながったという何とも憎い演
出だったと感心しました。

交流パーティでも最後まで食材は残ってい
た。地酒に関しては、福島大会での人気から
統括本部が地酒コーナーを要望し、四国各県
の地酒を並べていた。後半地酒コーナーを見
たら最後まで酒が残っていた。福島大会では
連日２５～３０本の日本酒が飲みつくされたこ
と、またそのコーナーで福島県支部代表だか
らと誰かに推され酒の品評を求められたこと
などから、やはり福島の酒人気の表れがこの
辺にも出たのかなと思った。説明には困惑し
たが、自分の好みで福島の酒の話も織り交ぜ
ながら説明していたため、後半の大部分が酒
コーナーの担当になったような気分だった。
今年の大会は全体を通してゆっくり楽しむ

ことができた。徳島県支部の皆さん本当にお
疲れ様でした。賑やかな素晴らしい大会でし
た。阿波踊りの鐘の音が中々耳から離れずに
わかファンになりました。
帰りは、初めて本四備讃線で連絡橋を渡り

瀬戸内海を眺めながら帰路に着いた。良い四
国の旅でした。次来る時はお遍路の旅かな？

４０



●技術士第二次試験合格体験記

平成２９年度建設部門

株式会社新和調査設計 小 野 義 徳（建設部門）

１．はじめに
平成２９年度、技術士第二次試験（建設部門）

にかろうじて合格することが出来ました。
私の体験談が、必ずしも今後受験される

方々のご参考になるかは甚だ疑問ですが、合
格したからには自分が取り組んできたことに
何らかの効果があったのだろうという思い
で、今回の執筆依頼を承諾いたしました。

２．受験動機
いつかは技術士と思いながらも、業務に明
け暮れて「仕事で忙しいから」とか「家族サ
ービスも大事だから」とか、何かにつけて自
分に言い訳をして、まじめに取り組むことか
ら逃げていた日々が続きました。
そんな中で、私の元部下のひとりが技術士
の資格を取得したことが一番の転機になった
と思います。このまま、ずるずると逃げてい
ては駄目だと真剣に思うようになりました。
また、同業他社の方々が技術士を次々に取得
していくのを聞く度に、早く自分も取得しな
ければとの焦りもありました。余談ですが、
口頭試験の際に受験動機を質問され、上記内
容のほかに、「社内では技術士を取得してい
ない部長が私だけで、肩身が狭いので是非取
得したい」と力説したところ、試験官の方々
の笑いを誘いました。
我がグループ会社内には、「技術士養成塾」
なる機関があり、ここ数年で、多くの技術士
を輩出してきています。合格した私の元部下
も、この塾の出身者でした。同じ社内の人
に、自分の論文を読んで貰うことに、当初は

多少の抵抗もありましたが、それ以上に、技
術士の取得を目指す気持ちのほうが強かった
ことが合格に結びついたのではと思います。

３．筆記試験
平成２９年は問題Ⅰ「択一試験」がありまし

たが、今年度からの試験ではなくなりまし
た。私の過去の受験では「あと一問で」とい
うところで、何度か涙を飲んだ経験がありま
すので、問題Ⅰに関しては省略します。問題
Ⅱの内、Ⅱ－１についてはいわゆる暗記的な
内容であり、過去の問題を参考にして、自分
なりに原稿用紙１枚にまとめるようにしまし
た。これらの資料は、不合格の度に内容が見
直されて内容が向上したと思います。これら
の論文は、移動中の車内を利用して暗記に努
めました。福島県内は広く、移動に２時間近
い場所もあり、これを暗記のために有効活用
しました。特に、声を出しながら暗記するこ
とは自分にとっては効果的方法でした。
次に、Ⅱ－２については、模擬試験で選択

できなかった問題について、後日、論文を作
成するように心掛けました。これは、選択で
きなかった＝苦手ということであり、苦手分
野を少なくすることにもつながると考えまし
た。一方、選択した問題に関しては、添削で
指摘された箇所の問題点を確認して、内容の
向上に努めました。
問題Ⅲについても、問題Ⅱ－２同様の手法

を取り、出来るだけ苦手分野の克服と得意分
野のレベルアップに努めました。模擬試験で
よく指摘されたのは「問題をよく読んでいな
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い」というものでした。これまでの失敗を振
り返ると、問題を読んで「書けそうだ」と
思ってしまうと、つい論文を書き始めてしま
い、途中から後戻りできない状態となり、結
局のところまとまりのない論文となり、結果
不合格となったのだと思います。このため、
問題�については、最初の３０分間は論文を書
かずに、問題を熟読すること及び文章の構成
を考えるように徹底しました。ただ、実際の
試験会場で周りが論文を書き始めているのを
見ると焦ってはきましたが、時間内は自分で
納得するまで文章の構成を検討しました。
また、問題Ⅱ及びⅢ（現行制度ではⅠもで
すが）が論文は筆記となります。模擬試験で
得たものは、知識だけではなく、「書く」こ
との訓練もあったと思います。近年、パソコ
ン等の利用などで、文字を書く機会が極めて
少なくなってきています。文章を書くことに
慣れていないと、腕や指先が痛くなって書く
のも大変になります。技術士の試験では文字
を書く練習も重要な要素だと思いました。
択一問題のＳＮＳ速報版の解答で確認した
結果、１問足りず不合格であることが判明
し、問題�の論文の復元にも手をつけずに、
今年の試験は終わった、来年がんばろうと、
とりあえず、業務に集中していました。とこ
ろが、発表日に合格していたことがわかり、
そこから、復元論文の作成、口頭試験対策と
怒涛の日々に突入していきました。

４．口頭試験
合格発表から口頭試験まで約１ヶ月間でし
たので、この間はとにかく口頭試験対策を集
中的に実施しました。まずは、詳細業務内容
を見直しして、指摘を受けそうな箇所を抽出
し、これに対応できるように理論武装を実施
しました。実際の口頭試験でも、自分が想定
していた質問を受けた時は、やったと思いま
した。あとは、技術士としての資質や倫理等
に関しては、インターネット等で資料を収集

し、暗記に努めました。
また、口頭試験の受験対策として、計５回

の模擬口頭試験を受講しました。先の塾で４
回、建設コンサルタンツ協会主催で１回。特
に、塾での模擬口頭試験は過酷なものでした
が、このおかげで、本番では緊張はしました
が、一方では落ち着いて対応が出来たと思い
ます。筆記試験に合格された方々にも、口頭
試験の模擬試験は複数回の受講をお勧めしま
す。
口頭試験の会場の待合室では、誰もが黙々

と最終チェックをして緊張感がありました。
口頭試験は時間通りに始まりました。試験

官は５０代後半の方と４０代後半の方のようでし
た。最初の業務経歴の説明では、２分及び３
分のバージョンを準備して望んだのですが、
１分でと言われてちょっと焦りました。
詳細業務については、細かいところまで説

明を求められました。特に、施工時の安全に
係わる安全対策等の提案についての質問があ
りましたが、想定していた範疇だったため、
何とか対応ができたのではと思っています。
なお、口頭試験の際に前日にホテル泊を検

討される方は、筆記試験の合格発表後、速や
かに探したほうが、試験会場に近くて安いホ
テルが見つかると思います。

５．おわりに
私が合格した年は、私の元部下のひとりも

同じ部門で合格しました。同じ塾の同期であ
り、模擬試験～筆記試験～口頭試験までお互
いに励まし合い、切磋琢磨した仲です。彼が
いたおかげで私は合格できたと思っています。
自分が合格した喜びもさることながら、一緒
に合格したことで喜びが倍以上になりました。
これから受験される方々も、身近に同士や

ライバルと呼べる人をもつことで、最後まで
諦めず受験に取り組めるのではと私は思いま
す。

－以上－
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●技術士第二次試験合格体験記

平成３０年度建設部門

福島県土木部県北建設事務所 小野田 慎（建設部門）

１．はじめに
なぜ、この資格を取得しようと思ったのか。
平成２７年５月頃、私は出先機関でプロポー

ザル方式による新たな業務委託の発注を検討
しており、募集要項をはじめとする公募条件
の調整をしている時期であった。
国を始めとする公共機関が発注する工事や

業務委託は、必要な技術者要件として技術士
を設定する事例が多い。
検討していた案件も技術士を技術者要件の

最高位に設定したが、その調整過程において
思うところがあった。
発注者に技術者要件がないのはなぜなの

か。技術系公務員にも必要な資格ではなかろ
うかと。急速に技術士取得を意識し始め、そ
の秋の一次試験に合格した。
２．傾向と対策
一次試験合格当時、「次は二次試験！」と

意気込んでみたものの、試験制度、試験問
題、合格者の手記を調べてみると難易度の高
さに愕然とした。
この試練を乗越えるには、傾向と対策を十

分に練る必要があることを知り、時間をかけ
てしっかりと取組むこととした。
また、平成２９年度の春頃、筆記試験の択一

式問題は平成３０年度試験で終了し、令和元年
度試験からすべて記述式問題に移行する試験
制度変更の情報を入手した。
平成２９年度も受験を控えて対策に専念し、

平成３０年度試験に懸けることとした。
２．１ 傾向
始めに、技術士法、試験制度、過去問、合

格者手記、市販の対策資料を熟読し、出題傾
向、効率的な学習方法を掴むことに専念した。
筆記試験については、過去問を年代順に並

べ、分野ごとの集約、問題文内にあるキーワ
ードの抽出と時代背景を照合してみた。
出題の傾向として、「旬」の事象（新制度、

新技術、発生した自然現象、事件、事故）が
多く出題されているものの、単に事象や知識
の網羅だけでは、回答内容として足りない。
回答者には、出題意図を理解し、必要項目

を論理的かつ明快な論として表現することが
求められている。
特に次の５つの視点を重視し、一連のスト

ーリーとして回答を仕上げる必要がある。
①事象の概論（知識）、②有する問題点（分析）、
③解決に導く課題（企画）、④具体的な実行策
（実践）⑤リスク把握及び対応策（危機管理）
２．２ 対策
傾向分析を終えた時点で、試験対策を進め

るには相当の時間とくじけない心が必要であ
ることがわかる。日々の本業や生活はもちろ
んのこと趣味等のリフレッシュタイムを犠牲
にしないこととした。
筆記試験対策は、ウィークデイの早朝、休

日は午前中を勉強時間として設定、口頭試験
対策は、上記時間に加えて通勤時間、就寝前
など隙間時間を活用することとした。
３．受験申込書
受験申込書の作成は、二次試験の初戦と捉

え、次の２点に留意して進めた。
１点目は、筆記試験とは異なり十分に吟味

する時間がとれる。単なる試験申込書ではな
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く、自己ＰＲを大きく意識して作成した。
２点目は、口頭試験では受験申込書に沿っ
た試問がなされる。つまり、受験者が自分の
口頭試験問題を自ら作成することになる。特
に業務内容の詳細（７２０字小論）をまとめる
際は、２．１傾向で示した５つの視点を考慮し、
技術的責任者として向合ったプロジェクトの
課題、実行策、成果をまとめた。
４．筆記試験
択一式問題は、基本的な知識問題であるか
ら、市販の過去問題集を複数回解くと同時に
出題文のキーワードを抜出し、関連情報を入
手してメモにまとめる作業を行った。市販の
問題集の章立てを参考に分類し、国機関の制
度概要や統計等の資料を活用した。
記述式問題の対策は、実に地道かつ非常に
息苦しいまさに「特訓」であった。２．１傾向
で示した「旬」の事象と過去問からオリジナ
ル問題を作成し、関連情報を入手しながら
じっくりとまとめた。要領は、休日の学習日
１日に１題程度、概ねＡ４レポート用紙裏表
１枚（約３，２００字）に５つの視点から報告書
の体裁にまとめるものである。
また、試験前の６月中旬から回答様式に手
書の練習を行った。パソコン世代にとって
は、手指・腕がとても疲れるものであるが、
その疲れ具合（しびれや痛み）の事前体験はと
ても重要であり、経験しておいてよかった。
なお、記述式問題の回答内容も、口頭試験
の試問に使用される。試験終了後１ヶ月もす
ると思い出せなくなるので、復元は早いほう
がよい。私はとても苦労した。
５．口頭試験
１０月末なんと筆記試験の合格通知が届い
た。９割方失敗したと思っていたのでとても
驚き、努力の結実に嬉しさを覚えた。
だが、そこからが大変だった。１２月中旬の

口頭試験まで時間は少ない。口頭試験はその
名のとおり、質問に対し口語のみで回答する
ことになる。文字もグラフも表も使えない。

はじめに筆記試験の記述式問題を復元、次
に想定問答集を作成する。分野は、業務経
歴、記述式問題、技術士法、技術者倫理など
広範囲かつ膨大な量である。
その対策として、スマートフォンのテキス

ト読上アプリを活用した。想定問への回答
は、口語で端的に作成する。それを耳で聞
き、目でメモを見る。メモに手で追記し、早
朝独り言を繰返す。五感を総動員した反復練
習により体が自然に問答を覚えていった。
ただ、四六時中の空き時間をこれに費やし

たため、メンタル的にはかなり辛かった。
試験本番は、淡々と質疑がなされ、会話の

如く回答を続けているうち、試験官が「これ
で終わりです。」とあっけなく終了した。
緊迫の空気も気まずい雰囲気もなく、逆に

気が滅入り、合格発表まで不安だけが残った。
翌年３月合格発表日の早朝、日本技術士会

ＨＰで合格を知った。何か大声で叫んだ気が
するが前後の記憶がない。妻が何事かと起き
てきたが、放心状態でぽろぽろと涙を落とす
夫の姿に、声をかけてはいけないただならぬ
雰囲気を感じたという。
６．最後に
技術士取得を目指す方々は多忙を極めてい

ると推察され、十分な学習時間を作ることは
困難かもしれない。
それでも、勇気をもって立向かう事をおす

すめしたい。学習計画立案、情報収集、分
析、考察、とりまとめを行うプロセスは通常
業務と類似している。自己の生産性向上の一
環であり、その実践により確実に自分の糧と
して基礎体力がついていく。
私自身、試験対策中から心のどこかに「技

術士法と技術士倫理綱領」が存在し、技術士
としてどう考え、判断するかといった客観的
かつ論理的な思考を心掛けるようになった。
今後とも、技術士として自己研鑽に励み、

若手技術者を育成しつつ、成長を続けていき
たいと思う。
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福 島 県 支 部 資 料
役員名簿

令和元年度 協賛企業一覧



訂正及び変更箇所等ございましたら、事務局までＦＡＸ等でご連絡ください。



役 員 名 簿

支 部 長 畠 良 一（建設部門）

副 支 部 長 重 野 龍 勇（建設部門・総合技術監理部門）

副 支 部 長 中 田 嘉 久（建設部門）

幹 事 赤 井 仁 志（衛生工学部門・総合技術監理部門）

幹 事 遠 藤 秀 文（建設部門）

幹 事 小 沼 千香四（建設部門・応用理学部門・総合技術監理部門）

幹 事 作 田 孝 行（建設部門・総合技術監理部門）

幹 事 木 町 元 康（上下水道部門）

幹 事 小 室 浩（建設部門）

幹 事 斎 藤 正 哉（建設部門）

幹 事 人 見 雅 之（森林部門）

幹 事 舘 正 三（建設部門・総合技術監理部門）

幹 事 宮 崎 典 男（建設部門）

幹 事 柳 原 祐 治（建設部門）

会 計 幹 事 紺 野 禎 紀（上下水道部門）

会 計 幹 事 北 原 賢（建設部門・総合技術監理部門）
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委 員 会 名 簿

◆総務委員会
委 員 長 作 田 孝 行（事務局長）
副委員長 黒 森 伸 夫
委 員 鈴 木 康 成
委 員 薗 部 仁 一

◆広報委員会
委 員 長 宮 崎 典 男
副委員長 佐 藤 典 仁
委 員 國 分 康 夫
委 員 佐 藤 幸 一
委 員 吉 野 敏 治

◆技術委員会
委 員 長 小 室 浩
副委員長 重 野 龍 勇
委 員 小 野 義 徳
委 員 斎 藤 正 哉

◆特別委員会
委 員 長 小 沼 千香四
副委員長 安 藤 和 哉
委 員 佐々木 幸 治
委 員 岡 部 敬 文
委 員 和 田 豊

◆倫理委員会 重野 龍勇（副支部長兼務）
◆政策委員会 中田 嘉久（副支部長兼務）
◆支部特別顧問 平井 良一（建設部門）
◆支 部 顧 問 渡邉 一也（建設部門）
◆支 部 顧 問 長尾 晃（建設部門・総合技術監理部門）
◆支 部 顧 問 渡辺 敬藏（上下水道部門・農業部門・総合技術監理部門）
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部 門 別 人 数
（令和２年２月１日現在）

（ ）内は、複数部門登録者を示す。

登録部門 人 数

機 械 ３（１）

電気電子 ３（１）

化 学 １

金 属 ３（１）

建 設 １０４（３３）

上下水道 １８（４）

衛生工学 ２（２）

農 業 １６（４）

森 林 １３（４）

水 産 ２

経営工学 １

情報工学 １

応用理学 ７（３）

環 境 ５（４）

総合技術監理 ３７（３７）

計 ２１６
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協 賛 企 業 名 簿

（五十音順）

企業・団体名 代表者名 住 所 電話番号
ＦＡＸ番号

㈱アーバン設計 代表取締役
高橋 晃一

〒９６３‐０２０１
郡山市大槻町字御前東４６‐２６

０２４‐９６１‐７５００
０２４‐９６１‐２４１１

㈱東コンサルタント 代表取締役
佐藤 敏倫

〒９７０‐８０２６
いわき市平字正内町１０１

０２４６‐２３‐８４２４
０２４６‐２３‐２８８９

㈱阿部測量設計事務所 代表取締役
菊池 幸治

〒９６０‐８０５５
福島市野田町七丁目１０番１６号

０２４‐５３４‐４０２４
０２４‐５３４‐４０２３

大竹測量設計㈱ 代表取締役
長谷川和利

〒９６７‐００１３
南会津郡南会津町関本字下休場７３３番地

０２４１‐６６‐２２２７
０２４１‐６６‐２５７１

北芝電機㈱ 取締役社長
清野 弘

〒９６０‐１２９２
福島市松川町字天王原９

０２４‐５３７‐２１２１
０２４‐５３７‐２１２３

㈱北日本ボーリング 代表取締役
北原 賢

〒９６３‐８８３５
郡山市小原田４丁目４番６号

０２４‐９４４‐１１３０
０２４‐９４４‐７１１７

協和ボーリング㈱ 代表取締役
佐藤 宗弘

〒９６０‐０１１２
福島市南矢野目字中屋敷５１‐１

０２４‐５５５‐２６００
０２４‐５５５‐２６６６

㈲県北測量設計事務所 代表取締役
佐原 光洋

〒９６０‐０６８４
伊達市保原町上保原字向台１‐５４

０２４‐５７５‐２８６２
０２４‐５７５‐２９６７

㈱コウキコンサルタント 代表取締役
小林 新一

〒９６６‐０９０２
喜多方市松山町村松字小荒井道西４０５‐１０

０２４１‐２４‐２７０１
０２４１‐２４‐２７００

㈱郡山測量設計社 代表取締役
野中 春夫

〒９６３‐８０４１
郡山市富田町字十文字５４‐３

０２４‐９５２‐５２００
０２４‐９５２‐５２０３

㈱櫻エンジニアリング 代表取締役
大島 高昭

〒９６３‐０２０９
郡山市御前南六丁目１３４番地

０２４‐９５３‐６８３０
０２４‐９５３‐６８３１

佐藤工業㈱ 代表取締役社長
八巻 恵一

〒９６０‐８６１０
福島市泉字清水内１

０２４‐５５７‐１１６６
０２４‐５５７‐３１２０

新協地水㈱ 代表取締役
佐藤 正基

〒９６３‐０２０４
郡山市土瓜一丁目１３番地の６

０２４‐９５１‐４１８０
０２４‐９５１‐４３２４

㈱新和調査設計 代表取締役
飯澤 清美

〒９６３‐８０１６
郡山市豊田町４番１２号

０２４‐９３４‐５３１１
０２４‐９３４‐５３１６

㈱西部コンサルタント 代表取締役
鵜川 久吉

〒９６７‐０６１１
南会津郡南会津町山口字六十苅４５１番地

０２４１‐７２‐２０１３
０２４１‐７２‐２９４０

総合技術コンサルタンツ㈱ 代表取締役
安部 勝緒

〒９６３‐０２０５
郡山市堤二丁目２０９番地

０２４‐９６１‐２５２５
０２４‐９６１‐２６２６

㈱地質基礎 代表取締役
平山 清重

〒９７２‐８３１１
いわき市常磐水野谷町亀ノ尾１７１番地

０２４６‐８８‐８８１０
０２４６‐８８‐８８６０

㈱ティ・アール建築アトリエ 代表取締役
五十嵐 徹

〒９６３‐８８３５
郡山市小原田３‐５‐９

０２４‐９４３‐１３６５
０２４‐９４４‐２８５０

東建土質測量設計㈱ 代表取締役
村上 常雄

〒９６２‐００３２
須賀川市大袋町１９０

０２４８‐７６‐３９５７
０２４８‐７６‐２９６０
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企業・団体名 代表者名 住 所 電話番号
ＦＡＸ番号

東邦測地㈲ 代表取締役
鈴木 直子

〒９６０‐８１６３
福島市方木田字吉ノ内４８番地の１

０２４‐５４６‐３３６６
０２４‐５４６‐４６８２

日栄地質測量設計㈱ 代表取締役
高橋 肇

〒９７０‐８０２６
いわき市平字作町一丁目３番地の２

０２４６‐２１‐３１１１
０２４６‐２１‐３６９３

パイオニア設計㈱ 代表取締役
菅波 良行

〒９７３‐８４０２
いわき市内郷御厩町下宿１

０２４６‐２６‐３７５０
０２４６‐２７‐５５２１

八光建設㈱ 代表取締役
宗像 剛

〒９６３‐８０２６
郡山市並木１丁目１‐１１

０２４‐９２２‐８５５３
０２４‐９３９‐１０５２

㈱東日本建設コンサルタント 代表取締役
木町 元康

〒９７４‐８２６１
いわき市植田町林内２６‐５

０２４６‐６３‐６０６３
０２４６‐６３‐６７５２

㈱福建コンサルタント 代表取締役
木幡 俊一

〒９７５‐００３８
南相馬市原町区日の出町５２８番地

０２４４‐２４‐１３１１
０２４４‐２４‐４９８５

㈱藤建技術設計センター 代表取締役
近藤 松一

〒９６３‐６１３１
東白川郡棚倉町大字棚倉字中居野６５番地

０２４７‐３３‐２４６４
０２４７‐３３‐２４７３

㈱ふたば 代表取締役
遠藤 秀文

〒９７９‐１１１１
双葉郡富岡町大字小浜字中央５９２番地

０２４０‐２２‐０２６１
０２４０‐２２‐０３６８

フタバコンサルタント㈱ 代表取締役
阿部 好則

〒９７０‐１１５３
いわき市好間町上好間字岸１２‐３

０２４６‐３６‐６７８１
０２４６‐３６‐６６７０

㈱船橋コンサルタント 代表取締役
三浦 定

〒９７５‐００３３
南相馬市原町区高見町１丁目６５番地の１

０２４４‐２４‐２３５１
０２４４‐２４‐５８６２

㈱皆川測量 代表取締役社長
皆川 雅文

〒９６７‐０００４
南会津郡南会津町田島字大坪１９番地

０２４１‐６３‐１０００
０２４１‐６３‐１００１

陸奥テックコンサルタント㈱ 代表取締役
伊藤 清郷

〒９６３‐８０１１
郡山市若葉町１７‐１８

０２４‐９２２‐２２２９
０２４‐９３３‐４１３８

柳津測量設計㈱ 代表取締役
増井 良一

〒９６９‐７２０９
河沼郡柳津町大字細八字下平２２番地

０２４１‐４２‐３３８７
０２４１‐４２‐３４３０

山北調査設計㈱ 代表取締役
林 英幸

〒９６３‐０２０４
郡山市土瓜一丁目２０９番地

０２４‐９５１‐７２９３
０２４‐９５１‐７２７３

㈱ヨウタ 代表取締役
比佐 武

〒９７３‐８４１１
いわき市小島町３‐１２‐２

０２４６‐２６‐４１８３
０２４６‐２６‐４１８６

横山建設㈱ 代表取締役社長
横山 佳弘

〒９７９‐１５１３
双葉郡浪江町大字幾世橋字辻前１２番地２

０２４０‐３４‐５１０１
０２４０‐３４‐３０４７

㈲流域測量設計事務所 代表取締役
斎藤 正哉

〒９６３‐８８３３
郡山市香久池１丁目５‐２５香久池マンション２０１

０２４‐９３５‐５０９６
０２４‐９３５‐５０９６

渡辺エンジニアリング㈱ 代表取締役
重野 龍勇

〒９６０‐８０５５
福島市野田町七丁目４番６９号

０２４‐５３５‐２２２１
０２４‐５３５‐７７８８

㈱渡辺コンサルタンツ 代表取締役
渡辺 敬藏

〒９６０‐８１６４
福島市八木田字神明９４‐１

０２４‐５４５‐７６８４
０２４‐５４５‐７６８５

計 ３８ 団体
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三次元熱赤外線外壁診断支援ソフト「建視朗」

代表取締役　高　橋　晃　一（認　定・道　路）
相　談　役　川　岸　強　一（技術士・コンクリート）
　　　　　　國　分　康　夫（技術士・都市及び地方計画）
　　　　　　本　間　博　史（技術士・建設環境）
　　　　　　小　島　章三郎（技術士・コンクリート）
　　　　　　越　田　浩　人（認　定・河川、砂防及び海岸・海洋）

（福島県認定H2201-003）

・構造物非破壊試験・三次元熱赤外線外壁診断
・コンクリート及び鋼構造物劣化診断及び補修補強設計
・橋梁長寿命化計画・温度応力解析・磁粉探傷・超音波腐食損傷診断
・光ファイバー等共同溝設計・上下水道及び配湯管設計・木橋

URL:http://www.urban-dc.com　URL:http://www.gaihekishindan.com
特許認定：コンクリート構造物の劣化診断法（特許 - 第 4155976 号）

雨上がり公園で虹を見た

本　　　　社　〒963-0201　福島県郡山市大槻町字御前東 46-26 TEL 024-961-7500
東 京 支 店　〒110-0042　東京都台東区寿2丁目9番16号 306 TEL 03-6231-6706
福島営業所　〒960-8253　福島県福島市泉字清水が丘12-1 TEL 024-557-1535
喜多方営業所　〒966-0912　福島県喜多方市豊川町一井字干苅121 TEL 0241-22-3796
二本松営業所　〒964-0433　福島県二本松市百目木字西ノ内48 TEL 0243-24-8505
田村営業所　〒963-3602　福島県田村市滝根町神俣字町156-1 TEL 0241-61-6992

アーバン設計株式
会社

５２



●測　　　量　　　業　第（13）－２８７６号
●建設コンサルタント　建27第６８５５号
●補償コンサルタント　補31 第３５４６号

代表取締役

取締役副社長

技術管理部長

菊 池 幸 治
高 橋 善 清

李 　 和 宥
（技術士・建設部門）道路

（技術士・建設部門）鋼構造及びコンクリート

本　社　〒960-8055　福島市野田町七丁目10番 16 号
事務所　〒960-8073　福島市南中央一丁目77

TEL 024（534）4024　FAX 024（534）4023
E-mail：info@abesurvey.co.jp

840527
01

設 計 部 長
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地質・土質調査、軟弱地盤解析・動態観測、環境調査、地すべり防災
保全維持、土木設計、耐震調査解析、さく井工事、地すべり対策工事

本　　社　〒960-0112 福島市南矢野目字中屋敷 51-1　TEL 024-555-2600　FAX 024-555-2666
白河支店　〒961-0003 白河市泉田字大久保 89-22　　 TEL 0248-23-6482　FAX 0248-23-3611
会津営業所　〒965-0059 会津若松市インター西 88  　　 TEL 0242-36-7233　FAX 0242-36-7203
喜多方営業所　〒966-0924 喜多方市慶徳町山科字山崎 3238　 TEL 0241-23-6680　FAX 0241-23-6667

代 表 取 締 役

取締役事業本部長

技　術　部　長

技 術 部 次 長

技術士（建設部門）土質及び基礎、道路

技術士（建設部門）土質及び基礎
（応用理学部門）地質

技術士（建設部門）土質及び基礎
（応用理学部門）地質

佐　藤　宗　弘
中　田　嘉　久
蓮　沼　清　史
小　澤　義　史
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必要とされ続ける企業を目指して

コウキコンサルタ ント
建設コンサルタント  補償コンサルタント
株式
会社

〒966-0902 喜多方市松山町村松字小荒井道西 405-10
H P :
MAIL:

T E L :
F A X :

0241-24-2701
info@koki-ss.co.jp0241-24-2700
http://koki-ss.co.jp/

代  表  取  締 役　小林　新一

取締役技術部長　白井　康博   技術士

業    務    部   長　万木　正弘　技術士

(          　  )建　 設　 部　 門
総合技術監理部門

(          　  )建　 設　 部　 門
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八 巻 恵 一
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01
29
10

代 表 取 締 役　　渡 辺 和 明
取 締 役 副 社 長　　廣 比 雄 一（技術士・農業部門）
取締役設計本部長　　渡 部 俊 行（技術士・建設部門）
取締役設計部長　　鈴 木 康 成（技術士・農業部門）
調 査 役　　遠 藤 孝 夫（技術士・建設部門）
技 師 長　　柴 田 忠 也（技術士・建設部門）
技 術 参 与 福 島 　 稔（技術士・上下水道部門）
技 術 主 幹　　矢 吹 優 子（技術士・農業部門）
技 術 員　　瀧 本 こず恵（技術士・建設部門）

〒961-0957　福島県白河市道場小路57-8-102
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○福島営業所 ☎（024）522－4115　　○白河営業所 ☎（0248）21－8345　　○会津若松営業所 ☎（0242）28－3222
○原町営業所 ☎（0244）24－2321　　○茨城営業所 ☎（029）304－6230　　○喜多方営業所　 ☎（0241）42－7330
○仙台営業所 ☎（022）397－9332　

代表取締役　高 橋 　 肇
技 師 長　畠 　 良 一 技術士（建設部門）

技術本部副本部長　石 田 洋 之 技術士（建設部門）

技術部部長　佐 藤 典 仁 技術士（総合技術監理部門・建設部門）

技術部部長　佐 藤 彰 芳 技術士（総合技術監理部門・建設部門）

技術部顧問　吉 岡 民 夫 技術士（建設部門）

技術部顧問　福 田 春 夫 技術士（建設部門）

取　　締　　役

６０



〒963－0101
福島県郡山市安積町日出山一丁目83番地
ＴＥＬ　０２４－９４４－００３０
ＦＡＸ　０２４－９４４－２６３２
E-mail　 nggc@seagreen.ocn.ne.jp

測　　　量　　　業　第⑽－８４１０号
補償コンサルタント　補29第４９７９号
地　質　調　査　業　質30第２６２９号

㍿ 日本技術ガイドセンター
代 表 取 締 役　　仁井田　一　意
取締役技術部長　　北　原　　　賢　技術士 建設、総合技術監理

土質及び基礎

●測　　　量　　　業　第⑹－22489号
●建設コンサルタント　建29第9914号

建設コンサルタント　設計・測量・調査

パイオニア設計株式会社

ミニマムにしてマキシマム

代表取締役　菅 波 良 行
常務取締役　阿 部 宏 樹（技術士・建設部門）
技　師　長　加治家　清　史（技術士・建設部門）
設計部次長　齋 藤 栄 治（技術士・建設部門）

本　　　社　〒973-8402　いわき市内郷御 町下宿1
　　　　　　TEL(0246)26-3750　FAX(0246)27-5521
　　　　　　E-mail  ppd@pioneer-c.com　URL  http://www.pioneer-c.com
仙 台 支 店　〒981-3133　宮城県仙台市泉区泉中央3-10-3  泉セントラルビル402号室
　　　　　　TEL(022)371-7822　FAX(022)371-7833
福 島 支 店　〒960-8074　福島市西中央５丁目54-5
　　　　　　TEL(024)526-1623　FAX(024)526-1633
郡山営業所　〒963-0201　郡山市大槻町字上町61-8
　　　　　　TEL(024)954-8055　FAX(024)954-8056
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代表取締役　木 町 元 康　技術士（上下水道部門）
専務取締役　平 子 　 誠
統括技師長　長 尾 　 晃　技術士（総合技術監理部門・建設部門）

鋼構造及びコンクリート

本　　　社　〒975－0038  福島県南相馬市原町区日の出町528番地
 E-mail：fukken@fukken-co.co.jp TEL（0244）24－1311㈹
 URL：http://www.fukken-co.co.jp/~fukken FAX（0244）24－4985　

福島事業所／〒960-8031  福島市栄町7-25 TEL（024）572－6263　
郡山事業所／〒963-0117  郡山市安積荒井2-96 TEL（024）937－2731　
仙台事業所／〒980-0013  仙台市青葉区花京院1丁目4番25 TEL（022）397－7752　

中 村 　 進（技術士）
引 地 　 進（技術士）
松 田 秀 樹（技術士）
田 代 洋 一（技術士）
福 永 英 治（技術士）

建設コンサルタント(登録31-4126)、日本構造物診断技術協会会員、ISO9001：2015認証取得
補償コンサルタント(登録30-2412)、ソフトコアリング協会会員
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代表取締役 近 藤 松 一
技術指導部長

（技術士　森林土木部門）
人 見 雅 之

代表取締役 遠 藤 秀 文
技術士（建設部門）、APECエンジニア

副 社 長 和 田 　 豊
技術士（総合技術監理部門、建設部門、上下水道部門）

統 括 部 長 泉 　 正 寿
工学博士、技術士（建設部門、応用理学部門）

特 別 顧 問 大 元 　 守
技術士（総合技術監理部門、建設部門）

技術管理室長 柳 田 敏 雄
技術士（農業部門）

専 門 部 長 倉 田 隆 喜
技術士（建設部門）

《ISO9001：2008認定取得》

株式会社 ふたば（旧社名：双葉測量設計株式会社）
本　　社
〒979-1111 福島県双葉郡富岡町大字小浜字中央592番地
TEL：0240-22-0261　FAX：0240-22-0368
郡山支社
〒963-0107 福島県郡山市安積3丁目157番地2
TEL：024-954-3832　FAX：024-954-3835
田村営業所
〒963-4312 福島県田村市船引町船引字臂曲11番地
TEL：0247-61-5366　FAX：0247-61-5367
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郡 山 支 店　郡山市安積町荒井字大池４９ ℡ 024-946-7567
関 東 支 店　茨城県つくば市下広岡1040 ジョイプラザ202 ℡ 029-859-1135
相 双 支 店　双葉郡楢葉町大字北田字中満229-2 ℡ 0240-25-5260

代 表 取 締 役　阿　部　好　則
取締役技術統括部長　増　子　裕　一　技術士 建設
技 術 部 長　鈴　木　秀　夫　技術士 建設・総合技術監理

総合建設コンサルタント

測 量 業　　第⒀-3178号
建設コンサルタント　　建27第6770号
補償コンサルタント　　補02第2683号

株式会社　船橋コンサルタント
代表取締役　　三 浦 　 定（技術士　河川砂防及び海岸）

技 師 長　　青 野 光 伸（技術士　鋼構造及びコンクリート）

技術管理部長　　佐 藤 則 雄（技術士　河川砂防及び海岸）

〒975-0033　南相馬市原町区高見町一丁目65番地の１
TEL(0244)24-2351　FAX(0244)24-5862
E-mail：funabasi@juno.ocn.ne.jp      
URL：http://www.funabashi-con.jp/

６４



郷土の安全・安心は地域貢献から…

測　　　量　　　業　第(11)－5901号
建設コンサルタント　建26第 6564 号
補償コンサルタント　補25第 2403 号

株式会社 皆 川 測 量

豊かな自然を大切に地域発展の創造力を育む

※登録建築物調査機関の登録番号：国土交通大臣８
㈱総研業務提携店

代表取締役社長　　皆　川　雅　文
専 務 取 締 役　　八　巻　誠　一（技術士）

〒967－0004　福島県南会津郡南会津町田島字大坪 19番地
TEL 0241－63－1000　FAX 0241－63－1001
E-mail　mina.co@oregano.ocn.ne.jp
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測量・設計・調査～確かな技術で地域づくりに貢献します！

建設コンサルタント

代表取締役社長　増　井　良　一
専 務 取 締 役　飯　塚　俊　昭（技術士　上下水道部門）
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技術士（応用理学部門・地質）技術士（応用理学部門・地質）

代表取締役代表取締役
技　師　長技　師　長

比 佐 　 武比 佐 　 武
遠 藤 真 一遠 藤 真 一

地域と共に歩み
　　　　　地域発展に貢献する

代表取締役社長　横 山 佳 弘

総 合 建 設 業

認証登録
ISO  9001
ISO 14001

本　　社　〒979-1513　双葉郡浪江町大字幾世橋字辻前12番地2
　　　　　Tel 0244-26-9570　Fax 0244-26-9573
Ｕ Ｒ Ｌ　http://www.yoko-ken.com/
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その先には　やがて子どもたちに引き継がれる地域の未来がある

代表取締役　大　橋　哲　男
技　師　長　大　堀　　　誠（技術士：建設部門・上下水道部門）
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4

フェロー（公益社団法人  日本技術士会）

31

－大地を測る・未来を描く－
渡辺エンジニアリング 株式会社
代表取締役社長 重野 龍勇（技術士総合技術監理・建設部門）
代表取締役会長 渡辺 裕之
技 術 部 長 三浦 雄三（技術士上下水道部門）

建設コンサルタント／測量全般／土木設計／まちづくり／施工管理
調査業務／補償コンサルタント／宅地建物取引業／特定建設業
復興のまちづくり・自然と共生する地域づくりコンサルタント

〒９６０－８０５５ 福島市野田町７丁目４番６９号
ＴＥＬ（０２４）５３５－２２２１（代表） ＦＡＸ（０２４）５３５－７７８８
ＵＲＬ

みらい総合オフィスグループ
行政書士・土地家屋調査士・司法書士／業務

子供たちに夢と感動を！！
ＵＲＬ

渡辺エンジニアリング 検 索

だいこん村 検 索

➡➡

➡➡
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編 集 後 記

時代が、平成から令和となって初めての発行で、ちょうど区切りの良い２０号を迎えまし
た。今年度から、広報委員長をお仰せつかりましたが、委員会メンバーとともに、先輩諸
氏が築き上げてこられた広報誌「たくみ」を育てていきたいと思いますので、皆様方のご
協力をよろしくお願い申し上げます。
さて、東日本大震災からわずか８年７か月後の、令和元年１０月１２日から１３日の台風１９号
並びに１０月２５日から２６日の台風２１号により、東海から中部・関東そして東北地方と今まで
にない広大な地域で甚大な洪水被害・土砂災害が発生しました。
この未曽有の大災害により、県内では３２名の方がお亡くなりになり、住宅被害も全壊

１，４６０棟、半壊１２，３８０棟、一部損壊６，７７３棟（Ｒ．２．１．２８時点）に及び、その他小学校や郡
山中央工業団地の多くの企業が被災し、阿武隈急行では、富野丸森間が依然として不通の
状況にあります。
また、公共土木施設や農林漁業関係施設等の被害は、調査が進むにつれて増大している
状況にあり、会員の皆様には、昼夜を問わず災害対応に追われ、現在も継続して、業務に
取り組まれている方も多いかと思いますが、一日も早い、復旧・復興に向けてさらなるご
尽力をお願い申し上げます。
このような中、今回の「たくみ２０号」の発行にあたり、寄稿していただきました支部役
員並びに各委員会担当の皆様、台風１９号への対応をご報告いただいた福島河川国道事務所
長の小浪尊宏様、「海洋プラスティックごみの削減」に関する技術論文を寄稿いただきま
した小松道夫様、技術士第二次試験合格体験記を寄稿いただきました小野義徳様、小野田
慎様、ＣＰＤ研修会の報告をいただきました佐々木幸治様、遠藤洋一様、佐藤則雄様に
は、改めて感謝申し上げる次第であります。
先日、広報委員会を開催し、これからの「たくみ」の掲載内容について意見を交換いた

しました。台風１９号等による被害への対応、福島第一（第二）原子力発電所の廃炉状況、
中間貯蔵施設の進捗状況などを継続して報告書を募集し掲載していくことなどを、関係機
関のご了解を得ながら進めていくことにしましたので、今後とも、皆様方のご協力を改め
てお願い申し上げて、編集後記とさせていただきます。

令和２年３月吉日
広報委員会委員長 宮崎 典男（建設部門）
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編集委員
広報委員会委員長 宮崎 典男
広報委員会副委員長 佐藤 典仁
広報委員会委員 國分 康夫
広報委員会委員 佐藤 幸一
広報委員会委員 吉野 敏治

技術士 第２０号（令和２年３月発行）

発 行 所：公益社団法人日本技術士会東北本部福島県支部
責 任 者：〒９７０－８０２６

福島県いわき市平字作町一丁目３番地の２
日栄地質測量設計株式会社内
支部長 畠 良一
TEL／FAX ０２４６（８５）５８８１
Mail f-gijutsushikai@w3.dion.ne.jp
ホームページ・アドレス http : //f-gijutsushikai.net/

印 刷：�山川印刷所
TEL ０２４（５９３）２２２１� FAX ０２４（５９３）５４５５
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●巻 頭 言
・自然災害に対し技術士ができること、やらなければならないこと

支部長 畠 良 一 … １
●福島県支部活動報告
・平成３０・令和元年度技術士会福島県支部活動の概要 事 務 局 … ２

●特 集
・令和元年台風１９号による阿武隈川上流域の被災状況と対応について

国土交通省東北地方整備局 福島河川国道事務所長 小 浪 尊 宏 … １３

●技術論文
・海洋プラスチックごみ削減を目指す技術士の取組み事例

小松技術士事務所 所長 小 松 道 男 … ２１

●技術士ＣＰＤ研修会
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・令和元年度第２回ＣＰＤ研修会参加報告 ㈱船橋コンサルタント 佐 藤 則 雄 … ２９
講演１ 「東日本大震災の対応について ～大震災から得た教訓～」
講 師 ㈱復建技術コンサルタント事業企画本部 理事 熊 谷 順 子 氏

・令和元年度第３回ＣＰＤ研修会参加報告 ㈱竹中土木福島営業所 遠 藤 洋 一 … ３１
「東京電力福島第一原子力発電所視察」報告

●特別委員会活動報告
・阿武隈川上流総合水防演習の「防災展」 山北調査設計㈱ 小 沼 千香四 … ３５
・「都路志塾」ＴＯＨＯＫＵわくわくスクール 山北調査設計㈱ 小 沼 千香四 … ３７

●技術士全国大会参加報告
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東北本部福島県支部長 畠 良 一 … ３９
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技術士会福島県支部は絆・志・科学技術をもって
震災復興に貢献してまいります

「アーチ３橋（兄）弟 福島県三島町」

第20号

令和2年3月技術士の活用を�

私達技術士は、科学技術の向上と国民経済の発展に資するよ

う建設コンサルタントや技術士事務所、製造業、サービス業な

どで活動しております。

この他、以下のような業務でも活躍しておりますので、ぜひ

技術士の活用を御検討願います。

● 地方公共団体を中心とする公共事業の業務監査・工事監査

● 地方公共団体の工事に伴う技術的事項の調査・評価

● 裁判所、損保機関等の技術調査・評価（ＰＬなど）

● 中小企業への技術指導・技術評価

● 特許の評価、技術移転の支援




